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商家「駒屋」（豊橋市二川町字新橋町）

名勝 天龍峡（飯田市川路・龍江）

天下の奇祭  鬼祭（豊橋市  安久美神戸神明社） 西浦の田楽 (浜松市天竜区水窪町奥領家） 

人形浄瑠璃(飯田市  黒田人形座）

道
が
織
り
成
す
三
遠
南
信

街
道
浪
漫

特
集

　三
遠
南
信
地
域
（
愛
知
県
東
三
河
、
静
岡
県

遠
州
、
長
野
県
南
信
州
）
は
、
日
本
の
ほ
ぼ
中

心
に
位
置
し
、
自
然
美
・
歴
史
・
文
化
な
ど
が

詰
ま
っ
た
地
域
で
す
。
そ
ん
な
三
遠
南
信
地
域

を
つ
な
ぎ
、
古
く
か
ら
生
活
の
道
と
し
て
、
ま

た
物
流
、
文
化
の
交
流
、
信
仰
な
ど
人
々
と
密

接
に
関
わ
っ
て
き
た
の
が
「
街
道
」
で
す
。

　街
道
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
の
地
域
に
は
、

人
々
が
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
証

あ
か
し

が
今
も
随
所

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
で
は
、
道
路
や
鉄
道
の
交
通
網
も
発
達

し
、
東
名
高
速
道
路
や
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
な
ど
の
大

動
脈
に
加
え
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
・
新
東
名

高
速
道
路
の
全
線
開
通
な
ど
が
予
定
さ
れ
、
地

域
連
携
の
強
化
や
住
民
交
流
の
進
展
が
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　時
代
の
流
れ
と
と
も
に
姿
を
変
え
な
が
ら

も
、
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
た
め
に
発
展
し
、
語

り
継
が
れ
て
い
く
街
道
―
。
さ
あ
、
あ
な
た
も

道
が
つ
な
ぐ
三
遠
南
信
の
今
昔
を
訪
ね
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

舞阪の松並木(浜松市西区舞阪町舞阪）

飯
田
・
豊
橋
・
浜
松
３
市
合
同
企
画

問
い
合
わ
せ

　広
報
情
報
課（
内
線
２
３
１
６
）
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①豪華絢
けんらん

爛  姫様道中

江戸時代の豪華絢爛な姫様行列を

再現した、昭和２７年から続く伝統

行事。都田川の土手に咲き誇る桜

のもと、約１００人の大名行列のほか、

姫様や腰元による艶
あで

やかな手踊りな

どが披露され、多くの見物客でに

ぎわいます。

とき：４月２日㈯・３日㈰　ところ：浜松

市北区細江町気賀

②象も鳴いた !? 象鳴き坂

引
いなさ

佐峠（浜松市北区細江町－三ヶ

日町の境）西側にある坂道の名称。

享保１４（１７２９）年、清国の商人

が献上した象が、江戸へ送られる

途中この坂を通り、余りにも急なた

め、苦しくて悲鳴を上げたという伝

承から、この名が付けられました。

近くにある峠「小
こ い な さ

引佐」からの眺

望も見事です。

④TKD（東海道）５７総選挙で１位！

　　二川宿（豊橋市二川町字中町）

東海道の人気宿場町の選挙で昨年、

１位に輝いた二川宿。江戸から３３番

目の宿場町として、歴史的な建物や

当時の町割りが残っています。昨年

１１月、商家「駒屋」が完成し、大名

の宿「本陣」、庶民の宿「旅
はたご

籠屋」と

あわせて３つの施設を見学できる日

本で唯一の宿場町となりました。

③東海道で唯一現存する

　　脇本陣遺構 舞坂宿脇本陣

　 （浜松市西区舞阪町舞阪）

脇本陣とは、大名の宿「本陣」の利用

が重なる時や、参勤交代などで宿泊

客が多い時などにその代わりとして

機能した施設。建物の一部には、江

戸時代のものがそのまま使用されて

います。（浜松市指定文化財）

姫
街
道

伝統の味 みそまん
　　　　　　　　奥浜名湖の名物として親しまれている「みそまん」は、奥山半僧坊へ　

　　　　　　　　　　　　　　　の参詣者や姫街道の旅人の土産として広まったという説があります。

北区の引佐、細江、三ヶ日にある各店で自慢のみそまんを１個ずつ、全

１２種類を味わえる「奥浜名湖みそまん物語」は、イベント会場などで

購入できます。詳細は、

■販売予定のイベント

北区Ｄｅまつり２０１６　とき：３月６日㈰　ところ：都
みやこだ

田総合公園（浜松市

北区新都田）※４月２日㈯・３日㈰開催の姫様道中でも販売予定

東
西
の
主
要
都
市
を
つ
な
ぐ
道
「
東
海
道
」
と
「
姫
街
道
」

天下の奇祭  鬼祭（豊橋市  安久美神戸神明社）

人形浄瑠璃(飯田市  黒田人形座）

浜松市文化財課
石野めぐみさん

④二川宿
③舞坂宿

②象鳴き坂

見付宿

豊橋

東
海
道

街道
マメ知識 遊び「凧

たこ

揚げ」を通した交流

　　　　　　　　奥浜名湖の名物として親しまれている「みそまん」は、奥山半僧坊へ　

　　　　　　　　　　　　　　　の参詣者や姫街道の旅人の土産として広まったという説があります。

北区の引佐、細江、三ヶ日にある各店で自慢のみそまんを１個ずつ、全

１２種類を味わえる「奥浜名湖みそまん物語」は、イベント会場などで

新街道
スポット

姫街道

東海道

姫街道

国道１号

古くは、貴族など一部の階級の遊びとして、また武士の気象観測や通信などの目

的で行われていたとされる凧揚げ。江戸時代には、正月の遊びや端午の節句の

お祝いとして民衆の間に広がっていきました。豊橋や浜松でも三河湾や遠州灘か

らの強い風が吹く絶好の場所であったことから、凧揚げが盛んに行われていました。

現在でも、初子の誕生を祝う「浜松まつり」や、豊橋・浜松など各地の凧仲間

と交流を深める「全国凧揚げ大会」など、凧揚げを通じた文化や行事が続いて

います。

後
期
に
は
、
両
街
道
の
往
来
の
主
役
は
幕
府
の
役
人
や
武
士

か
ら
庶
民
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　現
在
、
両
街
道
は
大
部
分
が
国
道
や
県
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
部
に
は
旧
道
や
松
並
木
が
の
こ
り
、
当
時
の

風
情
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
今
切
の
雁が
ん
げ木
（
渡
船
場
）
跡
（
浜

松
市
西
区
舞
阪
町
）
や
浜
名
湖
を
眺
望
で
き
る
引
佐
峠
な
ど
を

訪
れ
て
、
浜
名
湖
に
よ
っ
て
２
つ
に
分
か
れ
た
こ
の
地
域
の
街

道
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

吉田宿

浜松宿

浜松

御油宿

浜松宿

東海道

御油宿

④二川宿

天竜川

　　今
か
ら
約
千
三
百
年
前
の
奈
良
時
代
に
、
浜
名
湖
の
南
と

北
を
通
る
国
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
が
東
海
道
と
姫
街
道

の
始
ま
り
で
す
。

　江
戸
時
代
、
幕
府
に
よ
り
南
ル
ー
ト
（
東
海
道
）
が
正
式

な
街
道
（
東
海
道
）
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
浜

名
湖
の
今い
ま
ぎ
れ切
が
天
災
な
ど
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
る
恐
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
北
ル
ー
ト
（
姫
街
道
）
に
も
関
所
や
本
陣
が

設
置
さ
れ
脇
往
還
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

①姫様道中



⑤７年に一度の大祭

　飯田お練りまつり

南信州の各地域に伝わる獅子舞・太

鼓・踊りなどの伝統芸能を一度に見る

ことができる式年大祭です。

目玉イベントとして「大名行列」（左上）

や「東
ひがしのおおじし

野大獅子」（右上）があります。

とき：３月２５日㈮～２７日㈰

ところ：飯田市街地

⑦水上の生活道路  牛川の渡し船

　（豊橋市牛川町－大村町）

豊
とよがわ

川の両岸を結ぶ渡し船として運行する

全国的に数少ない市営の渡し船。牛川

には平安時代からあったと伝えられてお

り、現在も通勤・通学など市民の足とし

て運行しています。竹竿を使って人力で

船を操る懐かしい雰囲気を楽しめます。

共通点は火の粉と心意気 !

別
所
街
道

新街道
スポット

奥三河の味を堪
たんのう

能
もっくる新城

※土地区画整理事業に伴う工事のため、現在は、
本来の航路から約４００m下流に整備した仮航路
で運航

遠
州
街
道

長野県下伊那郡阿智村清
せいないじ

内路に伝わる「手作り花火」（右

下）と、愛知県豊橋市に伝わる「手筒花火」（左）。清

内路では３００年、豊橋市は４５０年以上と長い歴史を重ね

ており、どちらも火の粉をあびながら奉納

する花火です。清内路の手作り花火は、

江戸時代に村の特産物であったたばこと

木
きぐ し

櫛の行商で三河地方を訪れた村人

が、たばこと引き替えに火薬製造の秘伝を伝授してきたこと

が原点とされています。各地とも、花火の製造や美しさを競

う心、揚げる人々の心意気などは途絶えることなく今に続い

ています。

⑥縁起担ぎに！

　五角（合格）形の次郎柿

豊橋市は次郎柿の一大産地。収穫期

ともなると、県道８１号沿い一帯の柿畑は

「柿の木街道」（豊橋市石巻地区）と

呼ばれるほど柿色に染まります。形が

五角形で、「合格」とかけた験担ぎに

なるとか！？南信州特産の市田柿と食べ

比べてみてはいかがでしょうか？

新東名高速道路新城ICと国道１５１号新

城バイパスとの結節点に位置する道の

駅「もっくる新城」（新城市八束穂五反

田３２９－７）は、奥三河の木材をふんだん

に使った施設です。イノシシの骨からと

るダシを使った「ししラーメン」（右下）、

鹿肉カレーといった野生鳥獣の肉を使う

「ジビエ料理」のほか、一日限定１０食の

特大五
ごへいもち

平餅（左下）や５０㎝もあるロール

ケーキなどが人気です。

　別
所
街
道
・
遠
州
街
道
は
、
塩
・
の
り
・
魚
な
ど
が
陸

を
通
っ
て
北
上
し
、
材
木
や
紙
・
た
ば
こ
・
繭ま
ゆ

な
ど
が

豊と
よ
が
わ川

を
通
っ
て
舟
で
南
下
す
る
と
い
う
、
舟
運
と
陸
運
が

並
行
し
て
連
結
す
る
、
物
流
が
基
幹
の
「
産
業
の
道
」
で

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
旅
人
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
伊
勢
・

熊
野
の
信
仰
や
湯
治
を
目
的
と
し
た
交
流
に
よ
り
上
方
の

文
化
が
伝
わ
り
、
独
自
の
祭
り
が
よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
今
で
も
祭
事
が
多
く
残
る
こ
の
地
区
は

別所街道

遠
州
街

⑤お練りまつり

別所街道

新東名高速道路（予定を含む）

もっくる新城

街道
マメ知識

「
ま
つ
り
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
、
街
道
沿
い
の
芸
能
を
広
く
紹

介
す
る
上
で
、「
情
報
の
道
」
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

日
本
海
側
よ
り
太
平
洋
側
に
近
い
南
信
州
は
、
風
土
習
慣
も

三
河
に
類
似
し
た
も
の
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　沿
岸
部
と
山
間
部
と
い
っ
た
環
境
の
違
い
、
そ
し
て
祭
り

や
温
泉
な
ど
、
互
い
が
知
り
得
な
か
っ
た
物
事
が
、
道
を
通

し
て
つ
な
が
っ
た
か
ら
こ
そ
触
れ
ら
れ
る
文
化
や
伝
統
な
ど

が
、
こ
の
街
道
に
は
あ
り
ま
す
。

二川宿本陣資料館
学芸員  和田実さん

⑥柿の木
街道
⑥柿の木⑥柿の木⑥柿の木⑥柿の木⑥柿の木⑥柿の木

飯田

豊橋

国道１５１号～県道８１号

海
と
山
の
文
化
・
伝
統
を
つ
な
ぐ
道
「
別
所
街
道
」
と
「
遠
州
街
道
」

豊
とよがわ

川

遠州街道

⑦牛川の渡し船



⑤

④

⑧小
おがわじとうげ

川路峠と上町宿（飯田市上村）

小川路峠は、飯田と遠
とおやまだに

山谷を結ぶ秋葉

街道上の峠です。かつて峠から谷を見

下ろした警察官や教師などの転勤者が、

その地形の厳しさ故に赴任を諦めたこと

から、別名「辞職峠」ともいわれました。

上町宿は小川路峠の麓
ふもと

の宿場町として

栄え、江戸時代後期の町並みと多くの

伝統行事が今も残っています。

⑨「綱」に賭けた熱い戦い

　峠の綱引き国盗り合戦
毎年１０月の第４日曜日、長野と静岡の県

境をかけ、兵越峠で綱引きが行われます。

信州軍は飯田市南信濃、遠州軍は静岡

県浜松市天竜区水窪町から、両市の商

工会青年部の精鋭が対戦し、勝った方が

１m県境を相手方に移動できるユニーク

な村おこし行事です。

南信州で海の名物 !?

新街道
スポット

塩の道ならでは！
かぐらの湯
国道１５２号沿いにある「かぐらの湯」

（飯田市南信濃和田４５６）は、塩

分を多く含む温泉でなめると塩の味

がします。なぜ、海から離れた南ア

ルプスの麓でこのような成分が出る

のかは大きな謎です。保温効果が

高く、地元産の杉や檜
ひのき

の香りただよ

う温泉です。四季折々の山を眺め

ながらお楽しみください。

　秋
葉
街
道
は
、
信
州
で
産
出
し
た
黒
曜
石
の
鏃
や
じ
り

が
遠

州
の
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
に

は
交
易
路
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
は
、
武
田
信
玄
が
覇
権
を
目
指
す
道
と
し

て
重
要
視
し
、
江
戸
時
代
に
は
火ひ
ぶ
せ防
の
神
・
秋
葉
神
社

へ
通
じ
る
信
仰
の
道
と
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　そ
の
街
道
筋
に
あ
る
遠
山
郷
は
、
秋
葉
参
詣
の
往
来

⑩秋葉山

⑩古くから信仰を集めた秋葉山

　（浜松市天竜区春野町領家）

古来、火
ひぶせ

防の神として信仰され、多く

の参詣者や修験者が足を運んだ秋葉

山。現在は、中腹に秋
しゅうようじ

葉寺、山頂に

秋葉山本宮秋葉神社があり、秋葉神

社からは、空気が澄んでいれば天竜

川河口や太平洋、浜名湖まで望むこ

とができます。また、市内には常
じょうやとう

夜燈

（道標や信仰・地域の安全祈願として

建てられた灯
とうろう

籠）が数多く残され、そ

の信仰の厚さを物語っています。

秋
葉
街
道

秋葉街道

国道１５２号

三遠南信自動車道
（開通予定）

浜松いなさＪＣＴ

人
や
交
易
の
品
々
で
に
ぎ
わ
う
と
と
も
に
、
こ
の
地
の
有

力
な
資
源
で
あ
る
木
材
を
川
流
し
に
よ
り
二
俣
（
浜
松
市

天
竜
区
）
経
由
で
江
戸
に
運
び
、
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
鉄
道
の
開
通
、
自
動
車
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
時
代
と
と
も
に
秋
葉
街
道
や
遠
山
郷
の
よ
う
す
は

変
わ
り
ま
し
た
が
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
が
進

み
、
ま
す
ま
す
盛
ん
な
交
流
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

飯田市文化財審議委員会
針間道夫さん

神
と
人
が
行
き
交
う
古

い
に
し
え

の
道
「
秋
葉
街
道
」
と
「
遠
山
郷
」

街道
マメ知識

⑨兵越峠

飯田山本 IC

かぐらの湯

飯田

⑧上町宿

浜松

天竜川

海に面していない南信州ですが、イカやサバ、

サンマなどの海産物が郷土食材となっていま

す。かつては、海産物を新鮮な状態で内地ま

で運べなかったため、保存に適した塩サバ・塩

サンマ・塩イカなどとして馬で信州まで運ばれ

てきました。これらは、独自の郷土食として受

け継がれ、夏には塩イカときゅうりの粕もみが食

事やお茶請けとして、秋には祭りで神社に鯖鮨

（左：飯田市伊豆木八幡神社）が奉納され、

冬には、遠山の霜月祭の際に、多くの神社でサンマ飯が氏子に振る舞われます。

塩や昆布、干物などを信州にもたらした秋葉街道は、「塩の道」ともいわれています。

　
　
　
　

  

３
市
合
同
特
集  

街
道
浪
漫
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休日や夜間も利用できる市民サロ
ン

大会が行われた環境省講堂で記念撮影 職員から花束を受け取る伊澤教育長

Ｃ棟玄関前でテープカット

１１月３０日に環境省で開催された第５０回全国野生生

物保護実績発表大会で、竜東中２年生が「ブッポウソウ

とフクロウの棲む里『竜東』をめざして！」をテーマに発表

を行い、環境大臣賞に次ぐ２番目の賞を受賞しました。

　

１２月２５日、任期満了により退任する伊澤教育長の

退任式を行いました。教育長を務められた１０年９カ月

で、飯田市小中連携・一貫教育の推進や地育力向上

の取り組みなど多くの成果を挙げられました。

１月４日、市役所旧庁舎の耐震改修

工事を終えて完成したＣ棟の開庁式を

行い、業務を開始しました。

Ｃ棟１階には、ムトスまちづくり推進

課や男女共同参画課をはじめ市民協

働環境部などが移転。また、展示物の

設置や交流、休憩の場として市民の方

が利用できる市民サロンを配置しまし

た。２・３階には、建設部や上下水道局

が移転。Ｃ棟と新庁舎Ａ棟は渡り廊下で

つながり、一体的に利用できます。

市民協働のスペースも配置
市役所Ｃ棟が開庁

竜東中学校が全国大会で発表
文部科学大臣奨励賞を受賞

伊澤宏爾教育長が退任
地域の教育力向上に尽力
い ざわ ひろ じ
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記念撮影で笑顔が広がる（鼎地区）

中央通りをパレードする消防団員ら

地域の団体が手作りした五平もちなどを食べる新成人（上郷地区）

１月１０日、今年度成人を迎える１,２６６

人（男性６２５人女性６４１人）を対象に、地

区単位（一部中学校区単位）の１６会場

で、飯田市成人式が開催されました。

地区ごとに新成人による実行委員会

を組織し、事前学習で地域について学

ぶとともに、式典や祝賀会の企画や当

日の運営にも取り組みました。

地域の方も太鼓や獅子舞、郷土料理

など地域の伝統文化でお祝いし、それ

ぞれ特色ある成人式が行われました。

１月１１日、文化会館で式典を行った後、市消防団、飯

田広域消防、自主防災会、赤十字奉仕団などが、ラッパ

隊の演奏に合わせて市街地をパレードしました。

りんご並木三連蔵前では、まとい振りや模擬操法など

を行い、一年の安全・安心を祈念しました。

まとい振りに合わせて披露した木やり

市民の安全・安心を願う
飯田市消防出初式

飯田市成人式
各地区で成人の門出を祝う
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市 

長
　牧
野
光
朗

臨
床
検
査
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？病

院
や
医
院
で
採
血
や
検
尿

を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
体
か
ら
採

取
さ
れ
た
血
液
や
、
尿
、
便
を

調
べ
る
こ
と
で
体
の
中
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
、
病
気
の
原

因
は
何
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
の
方

は
経
過
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
回
復
し
て
い
る
の

か
確
認
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

心
電
図
検
査
や
脳
波
検
査
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
体
を
直
接
調

べ
る
生
理
検
査
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
臨
床
検
査
で
す
。

こ
れ
ら
の
測
定
を
行
う
の

は
、
臨
床
検
査
技
師
で
す
。
そ

し
て
そ
の
測
定
が
正
し
く
行
わ

れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
の
が

臨
床
検
査
医
の
仕
事
で
す
。
毎

日
た
く
さ
ん
の
血
液
や
尿
を
検

査
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
医

師
に
伝
え
る
こ
と
で
、
診
断
や

病
気
の
重
症
度
の
判
定
な
ど
治

療
方
針
の
決
定
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
結
果

に
誤
差
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

例
え
ば
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
本
来
は
高
値
で
あ
る
の
に
、

誤
っ
て
正
常
値
に
な
っ
た
場
合

に
は
そ
の
人
は
適
切
な
治
療
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

合
併
症
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
正
常

で
あ
る
の
に
高
値
と
な
っ
た
場

合
に
は
不
必
要
な
治
療
を
受
け

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
な
い

よ
う
に
検
査
結
果
が
ば
ら
つ
い

た
り
し
な
い
か
、
正
確
性
が
保

た
れ
て
い
る
か
、
測
定
す
る
機

器
が
正
し
く
働
い
て
い
る
か
点

検
し
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
に
明
ら
か
な
異
常

が
出
た
と
き
に
は
、
誤
差
が
な

い
か
再
検
査
を
し
た
う
え
で
検

査
を
依
頼
し
た
医
師
に
速
や
か

に
連
絡
し
、
す
ぐ
に
対
応
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で

す
。

市立病院　臨床検査科

松原直樹  医師

臨
床
検
査
と
は

そ
の 

１３３

「
善
い
」
と
「
良
い
」

新
春
記
者
会
見
で
発
表
し

た
今
年
の
年
頭
所
感
で
は

「
善
い
地
域
」
を
採
り
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

昨
年
８
月
に
国
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
の
下
に
置
か
れ
た

経
済
・
財
政
一
体
改
革
推
進

委
員
会
の
委
員
を
拝
命
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
国
の
深

刻
な
財
政
状
況
に
鑑
み
れ

ば
、
当
委
員
会
の
議
論
が
コ

ス
ト
削
減
中
心
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
致
し
方
な
い
面
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
右
肩
下

が
り
の
時
代
、
そ
れ
だ
け
で

地
域
の
課
題
が
解
決
す
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

今
一
度
私
た
ち
が
本
当
に
住

み
た
い
と
思
う
「
善
い
地
域
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

記
者
会
見
で
は
、「
善
い
地

域
」
の
「
善
い
」
は
何
故
「
良

い
」
を
使
わ
な
い
の
か
、
と

の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
一

般
的
に
は
「
良
い
」
は
質
が

よ
い
こ
と
を
表
し
、「
善
い
」

は
行
為
が
よ
い
こ
と
を
表
す

よ
う
で
す
が
、
私
の
解
釈
と

し
て
は
、「
優
良
可
」
の
よ
う

に
「
良
い
」
は
他
と
比
較
し

て
相
対
的
に
よ
い
こ
と
を
意

味
す
る
の
に
対
し
、「
善
い
」

は
人
間
の
最
高
の
価
値
を
表

す
「
真
善
美
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
誰
か
ら
見
て
も
よ

い
と
さ
れ
る
も
の
を
表
す
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
固
有
の
文
化
伝
統

を
色
濃
く
残
す
「
ニ
ッ
ポ
ン

の
日
本
」
を
標
榜
し
、
体
験

教
育
な
ど
で
も
本
物
志
向
を

う
た
っ
て
き
た
当
地
域
は
、

「
良
い
地
域
」
よ
り
も
「
善

い
地
域
」
を
目
指
す
方
が
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
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僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
人の役に立つために

感
動
し
た
こ
と

ふ
く
ざ
わ

な
お
み

福
澤
直
美
さ
ん
（
鼎
）

昨
年
１１
月
、
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
に
年
長
の
息
子
を
連
れ
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
土
日
の
２
日
間
、
息
子
は
託
児
室
で

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
子
は
１
人
も
い
な
い
中
、「
人

見
知
り
の
息
子
は
大
丈
夫
か
な
？
」と
心

配
で
し
た
が
、
迎
え
に
行
く
と
、と
て
も
楽

し
く
遊
び
き
っ
た
笑
顔
で
出
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
○
○
く
ん
、
ま
た
明
日
な
！
」

と
、
男
同
士
の
約
束
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。

次
の
朝
、ホ
テ
ル
で
少
し
小
さ
い
友
だ
ち

を
見
つ
け
、「
お
っ
は
よ
ー
」と
声
を
か
け
て
い

ま
し
た
。

２
日
間
の
託
児
を
終
え
た
息
子
の
顔
は
、

自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
母
の
想

像
よ
り
何
倍
も
成
長
し
て
い
る
姿
に
感
動

し
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
。

ふかつ ふうた

深津風太 さん
（飯田東中３年）

僕は将来、人の役に立つ仕事へ就きたい

と考えています。なぜなら、他人のことを

想い、行動を起こした後、「ありがとう」

や「助かった」と言われた時に一番の幸せ

を感じるからです。また、笑顔になってく

れた時にも同じような気持ちになります。

今年一年間は学友会長を務めさせていただきました。その中

でたくさんお礼を言われたり、笑顔を見ることができました。

苦悩もありましたが、幸せな時間でした。

これからもたくさんの笑顔を見たいです。

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

２０１５年夏、私は飯田市主催のソーシャル

キャピタル・フィールドスタディに参加しまし

た。この研修は、飯田市の歴史や公民館活

動、人形劇フェスタなどの活動事例を通し

て、ソーシャルキャピタル(「つながり」)につい

て、座学の講義だけでなく、インタビュー調査

や農家民泊など、全身を使って学びました。

研修内容において、私の中で最も印象深

い内容は農家民泊体験です。特に、囲炉裏で

食事を囲みながら、農家さんから様々なお話

を伺ったのが非常に印象的です。お話を聞く

中で、農家さんの飯田市での暮らしにおける

人々との「つながり」を、強く感じることができ

ました。同時に、農家さんには非常に良くして

いただき、農家さんと私たちとの「つながり」

が芽生えを感じることができ、飯田市にソー

シャルキャピタルが蓄積されてきた要因を、

身を以て垣間見ることができました。

私は、今回の研修を通してソーシャルキャ

ピタルに興味を抱き、今後も研究したいと考

えています。今後研究の際は、今回の研修で

の学んだことを生かし、研修でお世話になっ

た飯田市の方々に有益となり、恩返しができ

るような研究をしたいと思います。

中心市街地のまちづくりについて聞き取り

数多くの「つながり」を
感じて

梅原 知由

立命館大学政策科学部２年

（静岡県静岡市出身）

うめはら さとし

No.３１

先月の 平澤麻美 さん（松尾）からのリレー



６カ月前納

１年前納

２年前納

毎月納付（割引なし）

納付書

９２,７８０円

１８３,７６０円

―

年間１８７,０８０円（１５,５９０円×１２カ月）

割引額

１,０６０円

３,９２０円

１５,３６０円 (２年で )

割引額

７６０円

３,３２０円

―

口座振替納付

１８３,１６０円

９２,４８０円

３６６,８４０円

※納付額・割引額は平成２７年度の金額です。平成２８年度は変更になる予定ですのでご注意ください。

（参考）前納した場合の納付額（平成２７年度）

年1.50%

証書貸付型・リピートプラン

（別途保証料が0.48％、リピートプランは0.38％必要となります）

【ご融資期間】10年以内
【ご融資金額】500万円以内

（しんきん保証基金保証）

●入学金・授業料などの学資資金、その他教育関連資金（下宿費用なども含む）にお使いいただけます。
●お子さまの在学中はお利息のみのお支払いで、お子さまの卒業後ご返済を開始できます。

最優遇金利
変動金利 505050505050%%

どなたでも
年0.225％
金利引き下げ

どなたでも
0.225％
金利引き下げ

お取引内容により
最大年1.10％の
金利引き下げ

お取引内容により
1.10％の

金利引き下げ

最　大

年1.325％
金利引き下げ！！

+ ＝
●詳しい説明書は窓口に用意しています。

ローンセンター名古熊
70120-841-160

教育資金もATMで

ローンセンター名古熊ローンセンター名古熊
でで 教育カードローン取り扱い中！

お子様の夢を応援します！！

キャンペーン期間
平成27年

9月24日（木）
平成28年

4月28日（木）

●広報いいだ　2月

http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

［広報いいだ］２０１６.２.１ 14

　児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん

に
児
童
手
当
の
２
月
支
給
分

（
平
成
２７
年
１０
月
分
～
平
成
２８

年
１
月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
振
込
日

　２
月
１０
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

　

　内
線
５
７
３
７

　

児
童
手
当
２
月
期
分
の

支
払
い

　平
成
２８
年
度
が
ん
検
診
申
込

書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

　職
場
な
ど
で
が
ん
検
診
を
受

け
る
機
会
の
な
い
方
は
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
状

況
調
査
も
兼
ね
ま
す
の
で
、
受

診
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ご
記

入
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
方
法
は

お
届
け
し
た
文
書
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
提
出
期
限

　２
月
４
日
㈭

▼
対
象
世
帯

　２０
歳
以
上
の
女
性
、
３５
歳
以

上
の
男
性
で
検
診
対
象
と
な

る
方
が
い
る
世
帯

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
保

健
師
）

○
保
健
課

　保
健
指
導
係

　（
り
ん
ご
庁
舎
）

　内
線
５
３
０
８

平
成
２８
年
度
が
ん
検
診

申
込
書
の
提
出
に
つ
い
て

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
に
は
、
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
割
引
き
さ
れ
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　納
付
書
と
口
座
振
替
の
納
付

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　納
付
額
な
ど
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

▼
納
付
書
︵
現
金
納
付
︶

国
民
年
金
保
険
料
お
得
な

１
年
前
納
・
２
年
前
納

　４
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
、

平
成
２８
年
５
月
２
日
ま
で
に

現
金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
６
カ
月
前
納
と
１
年
前
納
が

あ
り
ま
す
。

▼
口
座
振
替
納
付

　口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、

飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
平
成
２８
年
２
月
末
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物

年
金
手
帳
、
通
帳
、
口
座
届

出
印

※
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。
２

年
前
納
が
で
き
る
の
は
口
座

振
替
納
付
の
み
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

お
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課

　市
民
窓
口
係

　内
線
５
４
２
８
・
５
４
２
９

○
飯
田
年
金
事
務
所

０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１
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　飯
田
市
斎
苑
の
待
合
室
改
修

工
事
に
伴
い
、
火
葬
時
間
の
一

部
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
使
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼
改
修
工
事
期
間

　３
月
２５
日
㈮
ま
で

▼
火
葬
を
休
止
す
る
時
間

　午
前
８
時

※
そ
の
他
の
火
葬
時
間
は
通
常

ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
４
６
２

飯
田
市
斎
苑
改
修
工
事

　多
様
な
主
体
に
よ
る
交
流
と

連
携
・
地
域
活
性
化
・
住
民
の

福
祉
向
上
を
目
的
に
、
ど
な
た

も
気
軽
に
使
え
る
場
所
が
で
き

ま
し
た
。
ム
ト
ス
の
精
神
を
高

め
、
地
域
づ
く
り
や
市
民
活
動

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
「
ム
ト
ス
」
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
「
～
を
し
よ
う

と
す
る
（
セ
ム
ト
ス
ル
）
」

と
い
う
自
発
的
な
意
志
力
を

表
し
た
、
飯
田
市
の
ま
ち
づ

く
り
・
地

　域
づ
く
り

　の
合
言
葉

　で
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
所

○
市
民
協
働
会
議
室

　冷
暖
房
完
備
、
机
６
椅
子
１８
、

　ス
ク
リ
ー
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

○
市
民
サ
ロ
ン

　誰
で
も
立
ち
寄
り
休
息
で
き

ま
す
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
あ
り
。

※
独
占
的
に
利
用
し
た
い
場
合

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○
展
示
用
壁
面

　天
井
の
フ
ッ
ク
か
ら
吊
り
下

げ
て
作
品
展
示
な
ど
で
き
ま

市
役
所
Ｃ
棟
市
民
協
働
サ

ロ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

す
。
掲
示
壁
面
は
幅
４
ｍ
高

さ
１．５
ｍ
程
度
。

▼
利
用
時
間

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
１０
時

▼
申
請
方
法

　申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
公
民
館
の
使
用

申
し
込
み
と
同
様
）

※
使
用
料
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　

　ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　市
民
協
働
係

　内
線
５
４
３
３

　「
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
事
業
説
明
と
意
見
交
換
を
い

た
だ
く
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　森
林
に
は
、
水
源
の
か
ん
養
、

山
崩
れ
や
洪
水
の
防
止
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
大
気
浄
化
な
ど

の
公
益
的
機
能
が
あ
り
、
私
た

ち
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

森
林
（
も
り
）
づ
く
り

地
区
懇
談
会

す
。
そ
の
機
能
の
発
揮
に
は
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　ま
た
身
近
な
里
山
の
整
備
も

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　左
表
の
と
お
り

▼
時
間

　午
後
７
時
～
９
時

▼
問
い
合
わ
せ

　林
務
課

　森
林
保
全
係

　
　

　内
線
４
８
６
２

森林づくり地区懇談会

期　日 地　　区 場　　所

龍江・下久堅

三穂

山本

座光寺

上郷

伊賀良

上村・南信濃

竜丘・川路

千代

上久堅

下久堅公民館　

三穂公民館　

山本公民館　

座光寺公民館　

上郷公民館

伊賀良公民館　

上村コミュニティーセンター

竜丘公民館　

千代公民館　

上久堅公民館

橋北・橋南・羽場・

丸山・東野・松尾・鼎

市役所Ｃ棟

Ｃ３１１－Ｃ３１３会議室２月１５日（月）

２月１６日（火）

２月１７日（水）

２月１８日（木）

２月１９日（金）



夜間入会相談会開催　２/２５㈭ 午後６時～８時　鼎自治振興センター２階会議室
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　蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
と

お
り
臨
時
休
館
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日

○
中
央
図
書
館

　２
月
１６
日
㈫
～
１９
日
㈮

○
鼎
図
書
館

　２
月
２３
日
㈫

○
上
郷
図
書
館

　２
月
２３
日
㈫
～
２５
日
㈭

※
２
月
２６
日
㈮
は
、
毎
月
の
定

期
休
館
日
（
第
４
金
曜
日
）

の
た
め
、
３
館
と
も
休
館
に

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

蔵
書
点
検
に
よ
る

図
書
館
臨
時
休
館

　市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　今
回
は
中
間
申
請
で
す
の
で
、

現
在
（
２７
・
２８
年
度
）
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
申
請
不
要
で
す

が
、
業
種
の
追
加
、
営
業
所
の

追
加
（
委
任
先
営
業
所
の
変

更
な
ど
）
、
再
審
査
（
建
設
工

事
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
物
品
供
給
・
役
務
・

業
務
委
託
等
の
入
札
参
加
資
格

審
査
の
申
請
は
、
随
時
受
け
付

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　２
月
２２
日
㈪
～
３
月
１０
日
㈭

　（
必
着
）

▼
申
請
要
領
な
ど
の
入
手
方
法

○
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

平
成
２８
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
（
中
間
申
請
）

　地
域
住
民
、
大
学
・
研
究
機

関
、
経
済
界
お
よ
び
行
政
が
一

堂
に
会
し
、
「
県
境
連
携
の
蓄

積
を
活
か
し
た
三
遠
南
信
地
域

の
創
生
～
と
も
に
生
き
る
未
来

を
目
指
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
体
会
、
分
科
会
お
よ
び
報
告

会
を
行
い
三
遠
南
信
地
域
の
連

携
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
す
。

　ま
た
、
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
１５
日
㈪

　午
後
１
時
～

※
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
午
前
１０ 

時
～

▼
場
所

　穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
（
豊
橋
市
西
小
田

原
町
１
２
３
）
な
ど

第
２３
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
６
ｉｎ
東
三
河

ン
ロ
ー
ド
。

○
財
政
課
窓
口
で
受
け
取
り
。

▼
提
出
方
法

　財
政
課
へ
持
参
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　大
久
保
町
２
５
３
４

　財
政
課

　管
財
契
約
係

　内
線
２
１
３
５

　飯
田
市
議
会
平
成
２８
年
第
１

回
定
例
会
が
２
月
２３
日
㈫
に
開

会
し
ま
す
。

　市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
個
人
ま
た
は
団
体

で
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　市
政
運
営
や
議
会
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
の

際
は
事
前
に
議
会
事
務
局
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
平
成

２８
年
第
１
回
定
例
会
の

主
な
日
程

○
開
会

　２
月
２３
日
㈫

○
一
般
質
問

　３
月
２
日
㈬
、
３
日
㈭

○
総
務
委
員
会

　３
月
７
日
㈪

○
社
会
文
教
委
員
会

　３
月
８
日
㈫
、
９
日
㈬

○
産
業
建
設
委
員
会

　３
月
１０
日
㈭
、
１１
日
㈮

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

○
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

　３
月
１５
日
㈫

○
閉
会

　３
月
１８
日
㈮

※
開
会
時
間
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局

　内
線
５
６
１
１
、
５
６
１
２

入
札
・
契
約

▼
問
い
合
わ
せ

○
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
会
議
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）

事
務
局
（
浜
松
市
企
画
調
整

部
企
画
課
内
）

０
５
３（
４
５
７
）２
２
４
２

０
５
０（
３
７
３
０
）１
８
６
７

sen
a
@
clea
r.o
cn
.n
e.jp



固定資産税・都市計画税　４期
国民健康保険税（普通徴収）　２月分
介護保険料（普通徴収）　２月分

後期高齢者医療保険料（普通徴収）　２月分

納税には便利な口座振替をご利用ください

税　目

納　期

２月２９日㈪

２月の納税

■問い合わせ／男女共同参画課　内線５４５１

標語　　児童・生徒の部

標語　　一般の部　高校生以上

平成２７年度「男女共同参画推進事業者等」表彰者と「素敵なパートナー女と男」標語入選者を発表します。

■平成２７年度飯田市男女共同参画推進事業者等

■平成２７年度「素敵なパートナー女と男」標語 入選作品は以下のとおり

※２月２８日㈰飯田文化会館で表彰および記念品の贈呈を行い、同日開催の「第２１回市民のつどい」で紹介します。

特定非営利活動法人　和楽

飯田市消防団　第２分団 （橋北・東野分団）

賞 標 語 受 賞 者　（敬称略）
最優秀賞 食たくは　家族の笑顔を　見せる場所 棚田　実利
優 秀 賞 たすけあう、いっしょに　くなんをのりこえる。 林　　耕
優 秀 賞 自分から　ふみだせ一歩　思いやり　　 槇原　理月
優 秀 賞 悲しい時苦しい時　となりにいつも心の友 後藤　花菫
入 選 やさしさは　人の心を強くする。 菊地　ユカ
入 選 自分のことだけでなく　相手の気持ちも考えよう。 牛島　羽琉
入 選 男女はね　みんななかよし　いきていく 久保田　魁
入 選 ありがとう　その一言が　あたたかい 小林　麻耶
入 選 協力し　みんなでつくろう　きずなの輪 小嶋　　綴
入 選 おたがいの　きずな深める　思いやり 嶽野　由弥
入 選 女と男（ひととひと）　力を合わせ　やりとげて　いろんな事を　のりこえる 成宮　小晴
入 選 話し合い　きずなふかまる　第１歩 古田　未祐
入 選 学校が　あいさつのえがおで　あふれてる 内藤　真香
入 選 ともだちは　ぼくをささえる　たからもの 山田　大雅
入 選 思いやりの花をさかせて　社会を明るく楽しくしよう 田口　愛翔
入 選 ひととひと　きずなが１つ　また１つ　仲良く歩む　すてきな家族 清水　さくら
入 選 あい手の　心がわかる人に　なりたいな 力石　唯衣
入 選 つらいとき　みんながいると　ほっとする 市瀬　楓奈
入 選 ひとことで　相手の心を　あたためる 木下　もこ
入 選 ふと思う　仲間の優しさ　たからもの 柗澤　梨沙
入 選 「だいじょうぶ」　そのひとことで　がんばれた 中山　美結
入 選 友だちと　手と手をつなぐ　きずなのわ 是則　心優
入 選 いつも　ポカポカ　フワフワ　家ぞく 萱間　美祈
入 選 たいせつにしよう　友だちや　ちいきの方への　おもいやり 小河原　晟丸
入 選 ありがとう、ごめんなさい、この一言は　笑顔が生まれる　やさしい言葉 立花　駿一

賞 標 語
入 選 皆で育む　友の和で　咲かせよう　大輪の花 今村　渥美

（座光寺小学校５年）
（浜井場小学校２年）
（丸山小学校４年）
（上久堅小学校５年）
（丸山小学校４年）
（丸山小学校４年）
（丸山小学校５年）
（丸山小学校５年）
（丸山小学校５年）
（丸山小学校６年）
（丸山小学校６年）
（丸山小学校６年）
（浜井場小学校４年）
（浜井場小学校５年）
（浜井場小学校６年）
（追手町小学校６年）
（龍江小学校２年）
（龍江小学校３年）
（龍江小学校５年）
（鼎小学校６年）
（上久堅小学校１年）
（上久堅小学校４年）
（座光寺小学校２年）
（座光寺小学校３年）
（座光寺小学校６年）

受 賞 者　（敬称略）
（鼎中平）

ひと ひと

ひと ひと
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▼
日
時

　２
月
１５
日
㈪

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

▼
講
師

　川
島
一
慶
弁
護
士

▼
テ
ー
マ

　建
物
、
不
動
産
の
ト
ラ
ブ
ル

　～
住
宅
の
新
築
、
購
入
、
リ

フ
ォ
ー
ム
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
と
空
家
対
策
～

▼
申
込
方
法

　事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

く
ら
し
に
役
立
つ
法
律

の
は
な
し

　訓
練
生
の
一
年
間
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　２
月
１３
日
㈯

　午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校
（
東

新
町
２
―
３０
）

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

の
技
能
展

▼
主
な
内
容

○
各
科
訓
練
生
制
作
作
品
の
展

示
○
制
作
作
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

・
編
物
、
洋
裁
、
和
裁
、
木
材

工
芸
各
科
の
小
物
類

・
藤
蔓
製
花
台
、
花
苗

・
あ
ず
ま
や
、
踏
み
台
、
小
鳥

小
屋
、
菜
箸
な
ど
の
木
工
品

販
売
を
予
定

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
木
造
建
築
科
に
よ
る
工
作
コ

ー
ナ
ー

※
当
日
は
、
入
校
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
の
訓
練
内
容
説
明
と

入
校
手
続
き
も
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４



［広報いいだ］２０１６.２.１18

　長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動

を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の

学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　概
ね
６０
歳
以
上
の
県
内
在
住

者
で
、
学
習
意
欲
が
あ
り
、

　積
極
的
に
地
域
活
動
を
目
指

す
方

※
平
成
２５
年
以
前
に
卒
業
さ
れ

た
方
も
入
学
で
き
ま
す
。

▼
主
な
学
習
会
場

　県
飯
田
合
同
庁
舎

▼
学
習
分
野

　知
識
や
教
養
の
講
座
、
趣
味

と
健
康
づ
く
り
の
実
技
、
社

会
参
加
活
動
の
実
践
な
ど

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

飯
伊
学
部
学
生
募
集

▼
学
習
期
間

　２
年
間

　年
６０
時
間

　（
１
日
４
時
間
×
１５
日
間
）

▼
募
集
定
員

　１
１
０
人

▼
授
業
料

　年
間
１
万
円

※
改
定
が
あ
る
場
合
あ
り

※
教
材
費
、
自
治
会
活
動
費
は

別
途 

▼
出
願
方
法

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
、
市
役
所
長
寿
支
援
課
、

　各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
飯

田
５
地
区
は
各
公
民
館
）
に

用
意
し
て
あ
る
願
書
に
記
入

し
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
受
付
期
間

　２
月
１
日
㈪
～
２９
日
㈪

※
当
日
消
印
有
効
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
。

▼
入
学
者
決
定

　

　３
月
下
旬
に
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
通
知
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　福

祉
課（
県
飯
田
合
同
庁
舎
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
４ 

○
長
寿
支
援
課

　長
寿
支
援
係

　内
線
５
７
５
７

　平
成
２８
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

○
介
護
認
定
受
付
・
特
養
入
所

受
付
な
ど
の
事
務
⋮
１
人

○
指
定
介
護
事
業
者
の
情
報
管

理
・
介
護
予
防
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
管
理
事
務
な
ど
の
事

務
⋮
１
人

▼
勤
務
時
間

　平
日
の
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分

▼
賃
金

月
額
１３
万
５
７
１
０
円

　（
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
採
用
予
定
日

　４
月
１
日
㈮

▼
試
験
方
法

　書
類
審
査
、
面
接

　

※
面
接
日
時
は
、
後
日
応
募
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

臨
時
職
員
募
集

（
長
寿
支
援
課
）

　南
信
州
地
域
で
生
産
さ
れ
る

農
林
水
産
物
や
加
工
品
を
積
極

的
に
使
っ
て
、
地
域
内
外
に
食

文
化
を
発
信
し
「
域
産
域
消
の

食
育
活
動
」
を
推
進
す
る
店
舗

を
「
域
産
域
消
の
食
育
店
」
と

し
て
認
定
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件

　市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
営
業
実
績
が
あ
る
こ

と
。
か
つ
次
の
基
準
を
全
て

満
た
す
こ
と
。

○
地
元
産
食
材
を
積
極
的
に
活

用
す
る

○
域
産
域
消
の
食
育
活
動
を
推

進
す
る

○
広
告
宣
伝
活
動
を
推
進
す
る

▼
募
集
期
間

　２
月
１
日
㈪
～
２９
日
㈪

　

▼
応
募
方
法

　所
定
の
様
式
に
記
入
し
、
応

募
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

域
産
域
消
の
食
育
店
を

募
集
し
ま
す

域
産
域
消

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

○
農
業
課

　生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

○
保
健
課

　保
健
指
導
係

　（
り
ん
ご
庁
舎
）

　内
線
５
３
０
４

貼
付
し
、
長
寿
支
援
課
の
業

務
時
間
内
（
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　郵
送
可
。

▼
申
込
締
切

　

　２
月
１２
日
㈮
（
必
着
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　大
久
保
町
２
５
３
４
番
地

　

　長
寿
支
援
課

　内
線
５
７
５
２



【普通課程】 ※テキスト代、道具代が別途必要です。

【短期課程】 ※材料費、道具代などが別途必要です。

訓練科名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 １０,０００円）

木造建築科 １０人 年間　６０,０００円

配　管　科 １０人 年間　６６,０００円

訓練科名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

各コース

１５人 １カ月　６,０００円

木材工芸科

表　具　科

園　芸　科

コース名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

各コース

１２人
１カ月　７ ,０００円

各コース

１２人
１カ月　４ ,０００円

曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

曜日 期 間 日数 授業時間

【短期課程　パソコン科】 ※ご自身のノートパソコンを持込んでいただきます。テキスト代が別途必要です。

入 　 門

趣味活用

入 　 門

趣味活用

昼
の
部

夜
の
部

水

火
２年間 ５０日

８：４０～１６：３０

８：４０～１７：２０

月

火

月

火

水
１年間 ４５日 ９：３０～１５：３０

木

金

火

木

金

火
９：３０～１５：３０

木
６カ月 ２１日

木
１８：３０～２１：００

水

編　物　科

（２コース）

和　裁　科

（２コース）

洋　裁　科

（３コース）

２０人
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▼
募
集
期
間

　２
月
８
日
㈪
～
３
月
１１
日
㈮

▼
受
付
時
間

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
入
校
手
続
き

○
当
校
備
え
付
け
の
入
校
申
込

書
に
所
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
時
に
入
校
申
込
金

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訓
練
計
画
・
募
集
定
員
な
ど

　下
表
の
と
お
り
。

○
普
通
課
程
の
入
校
対
象
者

　募
集
科
の
職
種
に
従
事
し
、

雇
用
主
か
ら
派
遣
さ
れ
週
一

回
の
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
方

※
短
期
課
程
は
、
応
募
者
数
が

８
人
未
満
の
場
合
、
開
講
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
２８
年
度
訓
練
生

　ご
み
の
分
別
・
削
減
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
自
然
保
護
な
ど

環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま

な
場
に
お
い
て
講
師
、
指
導
者

な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

く
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

○
飯
田
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
区

域
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上

の
方

○
環
境
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
ま
た
は
技
術
を
持
ち
、
そ

の
説
明
や
指
導
が
で
き
る
方

○
飯
田
市
の
環
境
施
策
に
つ
い

て
の
理
解
が
あ
る
方

○
健
康
で
活
動
が
で
き
る
方

▼
募
集
人
数

　１０
人
前
後

▼
登
録
期
間

　２
年
間

　（
平
成
３０
年
３
月
末
ま
で
）

▼
応
募
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

作
文
そ
の
他
必
要
な
書
面
を

送
付
し
ま
す
。

▼
登
録
の
決
定

　書
面
審
査
の
上
、
面
接
を
実

施
し
て
決
定
し
ま
す
。

飯
田
市
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
募
集

▼
募
集
期
間

　２
月
１
日
㈪
～
１９
日
㈮

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
保
全
係

　内
線
５
４
６
３



に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
課名、係名をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方
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　子
育
て
を
し
な
が
ら
再
就
職

を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の
支

子
育
て
マ
マ
向
け
再
就
職

活
動
前
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　市
で
は
、
福
祉
や
健
康
づ
く

り
の
施
策
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
く
「
飯
田
市
社
会
福
祉

審
議
会
」
を
設
置
し
、
分
野
別

に
分
科
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
分
科
会
・
公
募
人
数

○
児
童
福
祉
分
科
会

　
　３
人

○
障
が
い
者
福
祉
分
科
会
４
人

○
高
齢
者
福
祉
分
科
会

　４
人

○
健
康
づ
く
り
分
科
会

　５
人

▼
委
員
任
期

　平
成
２８
年
４
月
１
日
～
平
成

３１
年
３
月
３１
日
（
３
年
間
）

▼
応
募
資
格

　飯
田
市
に
住
所

を
有
す
る
２０
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法 

　福
祉
課
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
、
申
込
書
を
入
手
し
、

次
の
テ
ー
マ
で
書
い
た
作
文

（
８
０
０
字
以
内
）
を
添
え

て
、
持
参
、
郵
送
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
文
の
書
式
は
自
由
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
、
採
否

に
か
か
わ
ら
ず
お
返
し
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
審
議
会
の

委
員
募
集

▼
作
文
の
テ
ー
マ

○
児
童
福
祉
分
科
会

　子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
に

○
障
が
い
者
福
祉
分
科
会

　

　障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
と
は

○
高
齢
者
福
祉
分
科
会

　高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

地
域
社
会
の
中
で
役
割
を
も

っ
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
か

○
健
康
づ
く
り
分
科
会

　「
市
民
総
健
康
」
と
「
生
涯

現
役
」
の
実
現
に
向
け
て
の

提
言

▼
選
考

　申
込
書
と
作
文
を
も
と
に
選

考
し
ま
す
。
年
齢
や
男
女
の

バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　２
月
１
日
㈪
～
２９
日
㈪

　　
（
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　大
久
保
町
２
５
３
４

　福
祉
課

　内
線
５
７
１
１

fukushi@
city.iida.nagano.jp 

　エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
っ
た
自
己

分
析
を
行
い
ま
す
。
「
今
、
こ

こ
」
で
の
自
分
を
理
解
し
、
自

分
自
身
を
見
直
す
き
っ
か
け
と

し
て
い
た
だ
き
就
職
活
動
へ
つ

な
げ
ま
す
。

　こ
の
講
座
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
信
州
と
の
共
催
で
開
催
し
ま

す
。 就

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時

　２
月
１９
日
㈮

　午
後
１
時
～
４
時

※
個
別
相
談
（
希
望
者
）
は
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
～
午
後
５
時

※
受
付
／
午
後
０
時
５０
分
～

▼
場
所

　市
役
所
Ａ
棟
３
階
会
議
室

　A
３
０
１

▼
講
師

　小
澤
美
智
子
さ
ん
（
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
信
州
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
定
員

　１０
人
（
申
込
順
）

▼
持
ち
物

　筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　２
月
１７
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ

　（
産
業
振
興
課
内
）

　内
線
３
５
１
４

社
会
福
祉
審
議
会

　３
月
か
ら
１０
カ
月
間
、
ご
家

庭
で
交
換
留
学
生
（
高
校
生
）

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　３
月
下
旬
～
平
成
２９
年
２
月

上
旬
（
約
１０
カ
月
）

▼
来
日
生

　コ
ス
タ
リ
カ
出
身

　女
子
高

校
生
（
来
日
時
１６
歳
）

※
３
カ
月
６
カ
月
単
位
で
の
受

入
が
可
能
な
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　内
線
５
４
５
３

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

Ａ
Ｆ
Ｓ
交
換
留
学
生
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
―
募
集

援
事
業
と
し
て
、
就
活
応
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
１７
日
㈬

　午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　働
き
た
い
時
間
帯
で
条
件
の

合
う
仕
事
の
探
し
方
や
現
在

の
求
人
情
報
、
今
後
を
見
据

え
た
仕
事
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
。

▼
参
加
費

　無
料
（
無
料
託
児
付
き
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　下
伊
那
地
方
事
務
所

　商
工
観
光
課

　女
性
就
業
支
援
員
（
原
）

０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時



飯田市起業家ビジネスプランコンペ

飯田市起業家ビジネスプランコンペ公開イベント飯田市起業家ビジネスプランコンペ公開イベント

つどえ未来の起業家たち！

   飯田市起業家フェスタ☆
つどえ未来の起業家たち！

   飯田市起業家フェスタ☆
起業を考えている方、起業して間もない方、みんなで
スキルを磨きあって「成功する起業家」を目指しましょう！

２月２１日㈰　 午前９時３０分～午後４時

飯田市地域交流センター （りんご庁舎３階）
第１会議室、市民サロン

第１部／起業講座 「成功する起業の秘訣とは！？」

講師：滝澤恵一 さん（長野県中小企業診断士協会会長）

第２部／パネルディスカッション

「ビジネスプランコンペファイナリストと語ろう！」

第３部／未来の起業家交流会＆個別相談

内

　
　
容

日　時

場　所

５０人（要予約）定　員

電話で申し込みください申込方法

２月１５日（月）申込締切

２０１６.２.１［広報いいだ］21

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
・
応
急
処

置　今
、
た
く
さ
ん
の
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
。
い

ざ
と
な
っ
た
時
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
対
象

　就
学
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
持

つ
ご
家
族
の
方
ど
な
た
で
も
。

父
親
、
祖
父
母
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。
（
子
ど
も
さ
ん
同

伴
可
）

○
日
時

　２
月
９
日
㈫

　午
前
１０
時
～
１１
時

○
場
所

　飯
田
広
域
消
防
本
部
３
階

　

　大
会
議
室

※
会
場
が
い
つ
も
と
違
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
講
師

　飯
田
消
防
署
消
防
士

○
定
員

　１０
組
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切

　２
月
５
日
㈮

ゆ
い
き
っ
ず
講
座

▼
冬
の
コ
ン
サ
ー
ト

　親
子
で
冬
の
う
た
を
聞
い
た

り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

○
対
象

　市
内
在
住
の
就
学
前
の
子
ど

も
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
。

○
日
時

　２
月
２３
日
㈫

　午
前
１０
時
～
午
前
１０
時
４０
分

○
場
所

　飯
田
市
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ

ン
タ
ー

　キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

　（
り
ん
ご
庁
舎
２
階
）

○
講
師

　エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
グ
ル
ー

プ
「
フ
ィ
ガ
ロ
」

○
定
員

　１５
組
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切

　２
月
１６
日
㈫

▼
申
込
方
法

　電
話
か
、
ゆ
い
き
っ
ず
広
場

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

※
参
加
無
料

※
市
営
本
町
駐
車
場
は
、
初
め

の
１
時
間
の
み
無
料
で
す
。

※
当
日
は
、
ゆ
い
き
っ
ず
広
場

は
お
休
み
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課
（
飯
田
市
こ

ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
）

　内
線
５
３
４
４



宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備
宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備

山本地域
づくり委員会
では、飯田山
本おひさま広
場に遊 具 、
パーゴラ、テー
ブルなどを整
備しました。
これにより、

多くの地区民が利用でき、世代間交流や定住促進によ
り持続可能な地域づくりが進むものと考えています。

公益財団法人長野県市町村振興協会では、宝くじの
社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を財源に
コミュニティ助成事業を行っています。今年度、山本地
域づくり委員会では宝くじの助成により次のような整備
を行いました。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３２

宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備

リモコンの　　　　　　　　ボタンで画面表示の

情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

※

画
面
イ
メ
ー
ジ

■問い合わせ　総務文書課　情報システム係　内線２２２８

決定決定

上 下 左 右上 下 左 右

ご利用方法

ケーブルテレビの
デジタル１２チャンネルで
放送中!!

ゆい

デー
タ放送

デー
タ放送

デー
タ放送

デー
タ放送

ご利用方法

ゆいゆいゆいゆい

デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ放放放放放放放放放放放放放放放放放送送送送

「結
チャンネル」をご覧ください「結
チャンネル」をご覧ください「結
チャンネル」をご覧ください「結
チャンネル」をご覧ください

飯田市からのお知らせ、
地域からのお知らせ、お悔やみ情報、

リサイクルステーション、休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けしています。

飯田市からのお知らせ、
地域からのお知らせ、お悔やみ情報、

リサイクルステーション、休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けしています。
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　下
伊
那
の
城
郭
と
地
名
を
学

ぶ
講
座
の
第
９
弾
、
今
回
は
松

尾
城
の
歴
史
と
地
名
の
関
わ
り

に
つ
い
て
学
び
ま
す

▼
日
時

　２
月
２０
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
テ
ー
マ

　「
松
尾
城
跡
～
城
の
歴
史
と

城
下
の
地
名
～
」

▼
講
師

　塩
澤
元
広
さ
ん

▼
申
込
方
法

　事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

伊
那
谷
地
名
講
座

　視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
に
、
声
に
よ
る
広
報
な
ど
の

情
報
を
お
届
け
す
る
朗
読
技
術

を
学
び
ま
す
。
朗
読
を
基
礎
か

ら
学
ん
で
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座

　日
本
語
教
室
は
、
た
だ
言
葉

を
学
ぶ
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

飯
田
の
く
ら
し
を
学
ん
で
い
ま

す
。

※
平
成
２７
年
度
多
文
化
共
生
を

考
え
る
つ
ど
い
併
催

い
っ
て
み
よ
う

　や
っ
て

み
よ
う

　日
本
語
教
室

▼
対
象

　

　日
本
語
教
室
と
国
際
交
流
に

興
味
の
あ
る
方

▼
日
時

　２
月
１４
日
㈰

　午
後
０
時
３０
分
～
４
時
４５
分

▼
場
所

　鼎
公
民
館

▼
内
容

〇
市
内
に
あ
る
日
本
語
教
室
の

活
動
紹
介
、
体
験

・
参
加
者
で
交
流
す
る
時
間
も

あ
り
ま
す
。

〇
外
国
文
化
、
日
本
文
化
が
楽

し
め
る
展
示
・
体
験

・
外
国
の
お
菓
子
、
茶
道
、
〇

×
ク
イ
ズ
大
会
、
外
国
の
絵

本
や
書
籍
の
紹
介
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
日
本
語
教
室
わ
い
わ
い
サ
ロ

ン
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
公
民
館

０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２

▼
日
時

　２
月
１９
日
㈮
・
２６
日
㈮
・
３

月
４
日
㈮
・
８
日
㈫

　（
全
４
回
）

　午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　２０
人

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　２
月
１６
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

飯
田
養
護
学
校
寄
宿
舎

和
太
鼓
発
表
会

　児
童
生
徒
に
よ
る
「
響
け
心

の
空
へ
あ
じ
ま
っ
鼓
太
鼓
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
１３
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時
（
予
定
）

　開
場
／
午
後
１
時
３０
分

▼
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
。
全
席
自
由
。

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
養
護
学
校

０
２
６
５（
３
３
）３
７
１
１



２０１６年の展望！
日本経済と地域経済の行方

新春経済講演会

２月８日（月）
午後２時～３時３０分

日　時

シルクプラザ
（飯田市育良町１－７）

会　場

飯田商工会議所

　　 ０２６５（２４）１５００
申し込み

電話で申し込みください。申込方法

講　師

本年の日本経済、そして地方経済の行方はどうなる
のでしょうか。
今年は世界経済から長野県内の動向まで精通した

真壁昭夫先生をお招きしての講演会です。
ぜひご聴講ください。

真壁　昭夫 さん（信州大学経済学部　教授）

●問い合わせ／金融政策課　内線４８８０

受講料
無料
受講料
無料

２００５年　　露の団四郎に入門

２０１１年　　天台宗で得度し、業界初の天台宗キャンペーンガールとなる

同年１１月　天満天神繁昌亭輝き賞（新人賞）を過去最年少で受賞

２０１２年　　比叡山行院で四度加行を受け正式な天台僧となる

「落語で人を笑わせ、仏教を広めたい」と奮闘し、天満天神繁昌亭の高座の他にも
テレビ・ラジオで活躍中。テレビ朝日系全国放送「ぶっちゃけ寺」にも出演され、全
国各地で仏教落語や、講演活動を行う。また、社会福祉奉仕活動として“一人ひ
とりが豊かになり、明るい社会を築いていこう”ということを目的とした「一隅を照ら
す運動」にも取り組んでいる異色の落語家。

受付…１２：２０～

開会・表彰式典…１３：００～　　　　　　　

講演…１４：００～（９０分）

閉会…１５：４５

２月１６日㈫

てんまてんじんはんじょうてい

とくど

※
手

話
通訳
・要約筆記ありま
す

※
手手

話話
通訳訳

要約筆記ありま
す

～人と人とがつながり支え合う地域づくり～

ところ

基調講演

と　き

飯田文化会館ホール

飯田市社社 会会 福福 祉祉 大大 会会
第５９回

入場
無料

※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせ
または公共交通機関などをご利用ください。

飯田市社会福祉協議会　総務課
   ０２６５（５３）３０４０

問い合わせ

一人ひとりのやるべきこと
 　　『自分の持ち場で地域づくり』

露
の
団
姫
さ
ん

講 

師つ
ゆ
の
ま
る
こ
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　桃
の
節
句
に
、「
お
し
寿
司
」

を
作
っ
て
女
の
子
の
お
祝
い
を

し
ま
せ
ん
か
。
そ
の
他
に
豆
の

ス
ー
プ
煮
と
青
菜
の
和
え
物
も

作
り
ま
す
。

▼
対
象

　飯
田
市
内
に
お
住
ま
い
も
し

く
は
市
内
に
お
勤
め
の
方

▼
日
時

　２
月
２５
日
㈭

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
場
所

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１
階

　料
理
教
室

ひ
な
祭
り
の
お
も
て
な

し
料
理
教
室

▼
講
師

　後
藤
よ
ね
子
さ
ん

　（
管
理
栄
養
士
）

▼
受
講
料

　６
０
０
円

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
定
員

　１６
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

▼
申
込
締
切

　２
月
１９
日
㈮

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１



スマートフォン、タブレット

端末で「広報いいだ」を閲覧できます。
市ウェブサイトの新着情報も配信されます。

ORコードを読み取り、

アプリをダウンロード。

「お住まいの地域」を

“飯田市”に設定

●問い合わせ／広報情報課　内線２３１２
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　弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
玉
を

「
と
ん
ぼ
玉
」
と
呼
び
ま
す
。

　と
ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の

コ
ツ
を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

　小
学
生
高
学
年
以
上

　（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時

　２
月
２８
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
定
員

　２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選
。

▼
参
加
費

　

　小
中
学
生

　
　４
０
０
円

　高
校
生
以
上

　５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
づ
く
り

　飯
田
・
下
伊
那
の
歴
史
・
文

化
を
題
材
に
、
最
新
の
地
域
史

研
究
の
成
果
を
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
２０
日
㈯

　午
後
２
時
～
３
時
３０
分

　

▼
場
所

　羽
場
公
民
館

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座
№
４６

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）
、
電
話
番
号
、
参
加
経

験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　２
月
２１
日
㈰
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@
iida-m

useum
.org

　狩
り
を
通
し
て
見
つ
め
る
生

と
死
、
命
を
い
た
だ
き
育
む
地

域
の
暮
ら
し
、
二
極
化
す
る
動

物
観
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
６
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
テ
ー
マ

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
動
物
を
狩

る
」

○
基
調
講
演

　山
口
未
花
子
さ
ん
（
岐
阜
大

学
地
域
科
学
部
助
教
）

○
事
例
報
告

　原
田
望
さ
ん
（
伊
那
史
学
会

主
幹
）

　

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
演
会

▼
テ
ー
マ

　「
上
飯
田
村
羽
場
組
の
成
り

立
ち
と
相
互
扶
助
」
～
村
金

貸
付
か
ら
和
合
相
続
金
へ
～

▼
講
師

　伊
坪
達
郎
（
調
査
研
究
員
）

※
参
加
費
、
事
前
申
込
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の
行

政
手
続
き
、
遺
言
、
相
続
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
２２
日
㈪

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　南
信
州
・
飯
田
産
業

セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
行
政
書
士
会
飯
田
支

　部
０
２
６
５（
２
２
）１
１
７
１

行
政
書
士
無
料
相
談

　成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断

す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方

（
本
人
）
に
援
助
者
を
選
び
、

本
人
の
権
利
を
守
る
た
め
の
制

度
で
す
。
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象

　各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、
介

護
保
険
事
業
所
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
一
般

企
業
（
少
人
数
で
も
可
）

▼
内
容

　成
年
後
見
制
度
を
中
心
と
し

た
権
利
擁
護
に
関
す
る
こ
と

成
年
後
見
制
度
出
前
講
座

▼
講
師

　い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

▼
費
用

　無
料

▼
申
込
方
法

　

　出
前
講
座
ご
希
望
日
の
１０
日

前
ま
で
の
業
務
時
間
内
に
電

話
で
日
時
・
場
所
・
人
数
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
業
務
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
５
時
３０
分
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
７



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

市役所Ａ棟３階
教育相談室
内線３７２１

２月９日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

２月８日㈪
２月２２日㈪

１３：３０～、１５：００～
りんご庁舎３階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎週第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田
生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

２月１６日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第３水曜日
１０：３０～１５：３０

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心

　
配

　
ご

　
と

　
相

　
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

子 育 て 相 談

教育支援・就学相談

家庭児童相談

内線５３４３

内線５３４２

内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

スマートフォンにいいだＦＭのアプリ（無料）
をダウンロードすると、日本中どこにいてもい
いだＦＭを聴くことができます。また、災害情
報（火災・地震・土砂災害など）が配信され

ます。詳しくは、 http://www.iida.fm/ をご覧ください。

竜東・遠山地区にお住まいの方
ムトスまちづくり推進課 　内線５４３４

上記以外の地区にお住まいの方
㈱飯田ケーブルテレビ  ０２６５（５２）５４０６

いいだＦＭのアプリ

飯田エフエム放送

ＦＭ７６.３ＭＨｚ

ケーブルテレビ

７１３、７１４、地上デジタル１２

ケーブル
テレビ
加入方法

飯田キャッチ！ The wave
月～金  ７：４０～

ictv ケーブルニュース
月～金  １８：００～
※１時間ごとリピート放送あり

飯田の

  “今”が        
分かる！

地域の情報を
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市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です

公的年金等の収入金額の合計が４００万円以下で確定申告が不要の方へ

次に当てはまる方は、市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金の源泉徴収票に記載されている控除について、内容の追加や変更をする方
医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除等の控除を追加する方
公的年金以外に２０万円以下の所得がある方

○収入が給与のみの方で、医療費控除、扶養控除など各種控除を追加する方

○収入が公的年金のみ、かつ公的年金の収入金額が４００万円以下の方で、医療費控除、扶養控除などの各種控除を追加する方

○給与・公的年金以外の収入（農業所得、不動産所得、一時所得、譲渡所得など）がある方（確定申告を提出する方を除く。）

○国や地方公共団体に土地等を譲渡（売却）した方

○平成２７年中に収入が無かった方、または障害年金、遺族年金、失業給付金などの非課税所得のみの方

※上記に該当する場合であっても、計算の結果、所得税の納付額または還付額が算出される方は、所得税の確定申告が必要です。確定申告
の詳細は、飯田税務署 ０２６５（２２）１１６５へお問い合わせください。

※青色申告の方、譲渡所得のある方、その他申告の内容によっては、市役所および各地区の申告会場では所得税の申告をお受けできません。

例年午前９時頃、午後１時頃が混み合いますので、時間を見はからってお越しください。
また、２月８日から３月１５日までの間は、職員が各地区の申告相談に出張しています。この間に市役所税務課にお越しいただ

いたり、お電話いただいても、ご相談を受けることができませんのでご了承ください。

申告相談会場にお持ちいただくもの

市・県民税　申告相談日程表

平日：午前９時～午前１１時３０分まで／午後１時～午後４時まで
２月１３日（土）　午前９時～正午まで    ３月１２日（土）　午前９時～午後１時まで

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、大町老人多目的センター、八重河内地区館、下栗総合交流会館、
程野区民センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

受付時間：午前９時～午前１１時３０分まで／午後０時３０分～午後２時まで

申告相談の受付時間

○印鑑　　　○本人の預金口座のわかるもの

○平成２７年中の所得を明らかにできる書類　※平成２７年１～１２月までの全ての所得を申告していただきます。
給与や年金の源泉徴収票（原本）
営業等や農業、不動産の収支内訳書（当該所得のあった方）
上記以外の所得があった方……収入金額、必要経費の確認ができる書類など

○控除を受けるための証明書など　※証明書、領収書などがない場合、控除が受けられません。
生命保険料・地震保険料の控除証明書・国民年金保険料・国民年金基金掛金の社会保険料控除証明書
市役所保健課から届く申告用保険税（料）納付済額のお知らせ
身体障害者手帳など、障害の等級が確認できる証明書（障害者控除を受ける方）
医療費の領収書、高額療養費や生命保険などで医療費の補てんを受けた金額がわかる書類
寄付先の法人または、団体から交付された寄附金受領証明書（寄附金控除、寄附金税額控除を受ける方）

相談会場にお越しになる前に、事前の準備をお願いします。

各地区で開催する申告相談には多くの市民のみなさまがお越しになります。そのため、会場でお待ちいただく時間を少しでも
短くするため、次の点について、みなさまのご協力をお願いします。

○営業等、農業、不動産所得を申告される方
平成２７年１月から１２月までの収入の金額、必要経費の金額について、帳簿、領収書をもとに項目別に集計してからお越しくだ
さい。（会場で、領収書等を基に集計すると大変時間がかかってしまいます。）

○医療費控除を申告される方
平成２７年１月から１２月までの領収日が押された領収書を受診者ごと医療機関別に分け、それぞれの金額を集計してからお越
しください。

市・県民税の申告には、申告書作成ファイルをご利用いただけます。

ご自宅などで市・県民税申告書を作成できるファイルを飯田市のウェブサイトからダウンロードできます。
申告相談会場までお越しいただかなくても、自宅で入力、印刷した申告書を郵送または窓口で提出できます。
詳細は、飯田市ウェブサイトをご覧ください。

【注意事項】

●申告書作成ファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥｘｃｅｌ ２０１０にて動作の確認をしております。
Ｅｘｃｅｌの以前のバージョンや他の表計算ソフトでは、正常に作動しない場合があります。

●申告書作成ファイルでは、申告書のデータのインターネットを介した送信はできません。また、申告書の電子メール、ＦＡＸによる受
付も行っておりません。申告書を印刷して押印し、添付書類と共に税務課へ郵送または税務課窓口に提出をお願いします。

申告期限申告期限

３/１５㈮３/１５㈫

市・県民税の申告が必要な方 … 市役所へ市・県民税の申告書の提出をお願いします。

■問い合わせ　　税務課　市民税係　内線５１６２ ／ 飯田税務署　 ０２６５（２２）１１６５

ご注意ください

受付日 曜日 地　　区 会　　　場
午前の部（９：００～１１：３０） 午後の部（１３：００～１６：００）

南信濃
木沢 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 木沢地区会館

八重河内 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 八重河内地区館

上村 下栗 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 下栗総合交流会館

南信濃 押出・夜川瀬

上村 程野 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 程野区民センター

南信濃 上大島・下大島・新町 漆平島・池口・本町 南信濃地域交流センター

上村 上村保健センター

南信濃 南和田 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 大町老人多目的センター

下久堅 知久平・南原・小林 稲葉・下虎岩・柿野沢・虎岩 下久堅公民館

橋北、橋南、羽場 ※受付は９：００～１２：００

伊賀良
大瀬木・三尋石 中村

伊賀良公民館
上殿岡・下殿岡・三日市場 北方・育良町

三穂 伊豆木 立石・下瀬 三穂公民館

川路 ２区・３区・４区・５区 ６区・７区・８区 川路公民館

山本 東平・大明神・北平・中平・西平・南平 湯川・竹佐・箱川・久米・ニッ山 山本公民館

竜丘
桐林 時又・嶋

竜丘公民館
長野原・上川路 駄科

上郷
下黒田南・下黒田東 上黒田・下黒田北

上郷公民館
別府上・別府下 丹保・北条・飯沼南・南条

座光寺 座光寺公民館

上久堅 上久堅公民館

千代 千代公民館

龍江 １区・２区 ３区・４区 龍江公民館

鼎
中平・一色・名古熊 下山・西鼎・東鼎・下茶屋 鼎自治振興センター

（３階）上茶屋・上山 切石

松尾
水城・明・常盤台 寺所・清水・毛賀

松尾公民館
上溝・新井・城 久井・八幡町・代田

橋南・丸山 橋南 丸山

羽場

橋北・東野 橋北 東野

飯田文化会館休日相談 ※受付は９：００～１３：００

予備日 地区の指定日に市・県民税の申告ができなかった人

地区の指定日に市・県民税の

申告ができなかった人

風張・堂平・越久保・森・小野子・

落倉・平栗・蛇沼

田力・荻坪・芋平・野池・米川

原平・中宮・下平・大鹿・上平

法全寺・山中・大郡・米峰・

毛呂窪・八ノ倉・下村

宮の前・唐沢・共和・下羽場・

中河原・中羽場・欠野・河原・

高岡・清水・恒川

市場通り・北市場・上野・

上野新町・万才・原・宮崎・大堤

相　談　指　定　地　区　お　よ　び　受　付　時　間

南信濃地域交流センター
樋口・山原・昭和通り・下和田・

下市場・尾の島・松島

市役所庁舎

Ｃ３１１～Ｃ３１３

橋北・橋南・

羽場

上町・中郷

羽場

２月８日

２月９日

２月１０日

２月１２日

２月１３日

２月１５日

２月１６日

２月１７日

２月１８日

２月１９日

２月２２日

２月２３日

２月２４日

２月２５日

２月２６日

２月２９日

３月１日

３月２日

３月３日

３月４日

３月７日

３月８日

３月９日

３月１０日

３月１１日

３月１２日

３月１４日

３月１５日

月

火

水

金

土

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

土

月

火
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市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です

公的年金等の収入金額の合計が４００万円以下で確定申告が不要の方へ

次に当てはまる方は、市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金の源泉徴収票に記載されている控除について、内容の追加や変更をする方
医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除等の控除を追加する方
公的年金以外に２０万円以下の所得がある方

○収入が給与のみの方で、医療費控除、扶養控除など各種控除を追加する方

○収入が公的年金のみ、かつ公的年金の収入金額が４００万円以下の方で、医療費控除、扶養控除などの各種控除を追加する方

○給与・公的年金以外の収入（農業所得、不動産所得、一時所得、譲渡所得など）がある方（確定申告を提出する方を除く。）

○国や地方公共団体に土地等を譲渡（売却）した方

○平成２７年中に収入が無かった方、または障害年金、遺族年金、失業給付金などの非課税所得のみの方

※上記に該当する場合であっても、計算の結果、所得税の納付額または還付額が算出される方は、所得税の確定申告が必要です。確定申告
の詳細は、飯田税務署 ０２６５（２２）１１６５へお問い合わせください。

※青色申告の方、譲渡所得のある方、その他申告の内容によっては、市役所および各地区の申告会場では所得税の申告をお受けできません。

例年午前９時頃、午後１時頃が混み合いますので、時間を見はからってお越しください。
また、２月８日から３月１５日までの間は、職員が各地区の申告相談に出張しています。この間に市役所税務課にお越しいただ

いたり、お電話いただいても、ご相談を受けることができませんのでご了承ください。

申告相談会場にお持ちいただくもの

市・県民税　申告相談日程表

平日：午前９時～午前１１時３０分まで／午後１時～午後４時まで
２月１３日（土）　午前９時～正午まで    ３月１２日（土）　午前９時～午後１時まで

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、大町老人多目的センター、八重河内地区館、下栗総合交流会館、
程野区民センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

受付時間：午前９時～午前１１時３０分まで／午後０時３０分～午後２時まで

申告相談の受付時間

○印鑑　　　○本人の預金口座のわかるもの

○平成２７年中の所得を明らかにできる書類　※平成２７年１～１２月までの全ての所得を申告していただきます。
給与や年金の源泉徴収票（原本）
営業等や農業、不動産の収支内訳書（当該所得のあった方）
上記以外の所得があった方……収入金額、必要経費の確認ができる書類など

○控除を受けるための証明書など　※証明書、領収書などがない場合、控除が受けられません。
生命保険料・地震保険料の控除証明書・国民年金保険料・国民年金基金掛金の社会保険料控除証明書
市役所保健課から届く申告用保険税（料）納付済額のお知らせ
身体障害者手帳など、障害の等級が確認できる証明書（障害者控除を受ける方）
医療費の領収書、高額療養費や生命保険などで医療費の補てんを受けた金額がわかる書類
寄付先の法人または、団体から交付された寄附金受領証明書（寄附金控除、寄附金税額控除を受ける方）

相談会場にお越しになる前に、事前の準備をお願いします。

各地区で開催する申告相談には多くの市民のみなさまがお越しになります。そのため、会場でお待ちいただく時間を少しでも
短くするため、次の点について、みなさまのご協力をお願いします。

○営業等、農業、不動産所得を申告される方
平成２７年１月から１２月までの収入の金額、必要経費の金額について、帳簿、領収書をもとに項目別に集計してからお越しくだ
さい。（会場で、領収書等を基に集計すると大変時間がかかってしまいます。）

○医療費控除を申告される方
平成２７年１月から１２月までの領収日が押された領収書を受診者ごと医療機関別に分け、それぞれの金額を集計してからお越
しください。

市・県民税の申告には、申告書作成ファイルをご利用いただけます。

ご自宅などで市・県民税申告書を作成できるファイルを飯田市のウェブサイトからダウンロードできます。
申告相談会場までお越しいただかなくても、自宅で入力、印刷した申告書を郵送または窓口で提出できます。
詳細は、飯田市ウェブサイトをご覧ください。

【注意事項】

●申告書作成ファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥｘｃｅｌ ２０１０にて動作の確認をしております。
Ｅｘｃｅｌの以前のバージョンや他の表計算ソフトでは、正常に作動しない場合があります。

●申告書作成ファイルでは、申告書のデータのインターネットを介した送信はできません。また、申告書の電子メール、ＦＡＸによる受
付も行っておりません。申告書を印刷して押印し、添付書類と共に税務課へ郵送または税務課窓口に提出をお願いします。

申告期限申告期限

３/１５㈮３/１５㈫

市・県民税の申告が必要な方 … 市役所へ市・県民税の申告書の提出をお願いします。

■問い合わせ　　税務課　市民税係　内線５１６２ ／ 飯田税務署　 ０２６５（２２）１１６５

ご注意ください

受付日 曜日 地　　区 会　　　場
午前の部（９：００～１１：３０） 午後の部（１３：００～１６：００）

南信濃
木沢 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 木沢地区会館

八重河内 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 八重河内地区館

上村 下栗 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 下栗総合交流会館

南信濃 押出・夜川瀬

上村 程野 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 程野区民センター

南信濃 上大島・下大島・新町 漆平島・池口・本町 南信濃地域交流センター

上村 上村保健センター

南信濃 南和田 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 大町老人多目的センター

下久堅 知久平・南原・小林 稲葉・下虎岩・柿野沢・虎岩 下久堅公民館

橋北、橋南、羽場 ※受付は９：００～１２：００

伊賀良
大瀬木・三尋石 中村

伊賀良公民館
上殿岡・下殿岡・三日市場 北方・育良町

三穂 伊豆木 立石・下瀬 三穂公民館

川路 ２区・３区・４区・５区 ６区・７区・８区 川路公民館

山本 東平・大明神・北平・中平・西平・南平 湯川・竹佐・箱川・久米・ニッ山 山本公民館

竜丘
桐林 時又・嶋

竜丘公民館
長野原・上川路 駄科

上郷
下黒田南・下黒田東 上黒田・下黒田北

上郷公民館
別府上・別府下 丹保・北条・飯沼南・南条

座光寺 座光寺公民館

上久堅 上久堅公民館

千代 千代公民館

龍江 １区・２区 ３区・４区 龍江公民館

鼎
中平・一色・名古熊 下山・西鼎・東鼎・下茶屋 鼎自治振興センター

（３階）上茶屋・上山 切石

松尾
水城・明・常盤台 寺所・清水・毛賀

松尾公民館
上溝・新井・城 久井・八幡町・代田

橋南・丸山 橋南 丸山

羽場

橋北・東野 橋北 東野

飯田文化会館休日相談 ※受付は９：００～１３：００

予備日 地区の指定日に市・県民税の申告ができなかった人

地区の指定日に市・県民税の

申告ができなかった人

風張・堂平・越久保・森・小野子・

落倉・平栗・蛇沼

田力・荻坪・芋平・野池・米川

原平・中宮・下平・大鹿・上平

法全寺・山中・大郡・米峰・

毛呂窪・八ノ倉・下村

宮の前・唐沢・共和・下羽場・

中河原・中羽場・欠野・河原・

高岡・清水・恒川

市場通り・北市場・上野・

上野新町・万才・原・宮崎・大堤

相　談　指　定　地　区　お　よ　び　受　付　時　間

南信濃地域交流センター
樋口・山原・昭和通り・下和田・

下市場・尾の島・松島

市役所庁舎

Ｃ３１１～Ｃ３１３

橋北・橋南・

羽場

上町・中郷

羽場

２月８日

２月９日

２月１０日

２月１２日

２月１３日

２月１５日

２月１６日

２月１７日

２月１８日

２月１９日

２月２２日

２月２３日

２月２４日

２月２５日

２月２６日

２月２９日

３月１日

３月２日

３月３日

３月４日

３月７日

３月８日

３月９日

３月１０日

３月１１日

３月１２日

３月１４日

３月１５日

月

火

水

金

土

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

土

月

火
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※世帯の総所得額、建物の経年、間取りなどによって異なります。

募集する市営住宅

募集戸数

入居の資格

申込方法

申込受付期間

抽選日時・場所

●現に同居し、または同居しようとする親族がいること（申込時
から３カ月以内に結婚する方を含む）
・単身入居の条件などは、お問い合わせください。

●収入が、飯田市営住宅等条例に規定する基準以内であること
（表下の入居収入基準参照）

●市区町村税を完納していること

●入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律第２条第６号に規定された暴力団
の構成員）でないこと

●住宅に困っていることが明らかなこと

●外国籍の方は、１年以上の在留期間があること

・申込書は、期間中、地域計画課住宅係、上村自治振興セン
ター、南信濃自治振興センターにあります。
・申込書に必要事項を記入、押印し、地域計画課住宅係に
本人または代理の方が持参してください（上村自治振興セ
ンター、南信濃自治振興センターでも受付けます）。

３月１６日（水）  午後３時
鼎文化センター（鼎公民館）３階で公開抽選
（抽選には、本人または代理の方が必ず出席してください。）

２月２２日（月）～３月4日（金）
午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日は除く）

平成２８年８月末までに空き家となる戸数

表のとおり

次の条件のすべてを満たす方

■問い合わせ
　地域計画課　住宅係　内線３７９４・３７９５
■問い合わせ
　地域計画課　住宅係　内線３７９４・３７９５

●オール電化住宅では、
ガス器具を使用できま
せん。三尋石市営住宅
では給湯設備を設置し
ていますが、電気調理
器（電気コンロなど）は、
入居する方の負担で設
置していただくことにな
ります。

●浴槽なしの住宅では、
入居する方の負担で浴
槽、風呂釜を設置（退
去時は撤去）することに
なります。

●駐車場は１世帯１台分
のみ。２台目以降は、入
居する方自身が団地外
で探していただくことに
なります。

●動物の飼育不可

●若者住宅は４０歳未満
で同居親族がいること。

●独身住宅は４０歳未満
で単身者であることが
条件になります。

●上村・南信濃地区は随時
入居を募集しています。

●収入月額は、世帯全員の年間総所得の合計から世帯の構成
に応じた所定の額を控除した後、月額換算した金額（申込時に
説明）

●裁量階層とは、入居者が６０歳以上、かつ同居者が６０歳以上また
は１８歳未満の世帯、中学校在学中まで（上村、南信濃地区は２０
歳以下まで）の子どもがいる世帯、入居者の中に１級から４級の
障がいのある方がいる世帯などを指します。

入居を募集する市営住宅

入居収入基準

１号市営

２号市営

３号市営

４号市営

収入月額　１５８,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 ２１４,０００円以下）

収入月額　１１４,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 １３９,０００円以下）

収入月額　１５８,００１円～２５９,０００円

収入の基準なし

北の原 松尾常盤台 3DK
三尋石A・C棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

オール電化

平林 鼎切石 3DK
大堤 座光寺 2K～3K
長野原 時又 3DK
飯沼 上郷飯沼 3DK
黒田 上郷黒田 3DK
中郷 上村 3LDK

１号市営
流宮 上村 3LDK
上町 上村 3LDK
程野 上村 3LDK
下栗 上村 3LDK
樋口 南信濃和田 3DK
押出第１ 南信濃和田 3DK
押出第２ 南信濃和田 2LDK
夜川瀬第１ 南信濃和田 3DK
夜川瀬第２ 南信濃和田 1DK、3DK

２号市営 西の原 大休 3K 浴槽なし

３号市営
三尋石B棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

夜川瀬第３ 南信濃和田 3DK、3LDK、5LDK
押出第３ 南信濃和田 4DK、4LDK 若者住宅

４号市営 夜川瀬第４ 南信濃和田 1DK 独身住宅

松原 南信濃和田

２８,２００円

３５,４００円

３１,９００円

２１,２００円

２３,５００円

２３,７００円

２６,７００円

１５,６００円

１７,７００円

２４,０００円

１４,８００円

１６,０００円

１１,４００円

１６,２００円

２５,３００円

１８,９００円

２９,３００円

１６,８００円

７２,０００円

３７,０００円

２０,０００円

１０,０００円

７,０００円

１９,０００円

２０,０００円

２１,４００円

１４,２００円

１５,４００円

１５,９００円

１８,０００円

１０,５００円

１１,９００円

１６,１００円

　９,９００円

１０,８００円

　７,６００円

１０,９００円

１７,０００円

１２,７００円

　９,８００円

１１,３００円

３９,２００円

２４,０００円

～

～

～

二ツ山 山本 1LDK、2LDK、3LDK３７,０００円１０,２００円～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

、

1DK

区　分 団　地　名 所　在　地 家賃目安 ※ 間　　取　　り 備　考
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第５３回 飯田市公民館大会第５３回 飯田市公民館大会
〈併催：ムトス飯田学習会・第３１回ムトス飯田賞表彰式〉〈併催：ムトス飯田学習会・第３１回ムトス飯田賞表彰式〉

第５３回 飯田市公民館大会第５３回 飯田市公民館大会

飯田市公民館

２月２１日
㈰

午後１時～５時１５分
（受付 ０時３０分～）

場 所

日 時

◎飯田市教育功労者表彰　　◎第３１回 ムトス飯田賞表彰 他

【 開会行事 】　　午後１時～１時４５分

飯田市公民館大会は、この１年間の公民館活動の成果を確認

する機会として、また公民館を取り巻く課題を整理しこれからの

公民館のあり方を考える機会として開催しています。

今大会では、リニア中央新幹線、三遠南信自動車道開通を見

据えた地域の将来像を考える上で、地域が大きく変貌しても持

続可能な地域づくりの実践に結びつけるために公民館が果たす

役割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有し、私たち

自身にできることを考えます。多くの市民の皆さんのご参加をお

待ちしています。

飯田市公民館大会は、この１年間の公民館活動の成果を確認

する機会として、また公民館を取り巻く課題を整理しこれからの

公民館のあり方を考える機会として開催しています。

今大会では、リニア中央新幹線、三遠南信自動車道開通を見

据えた地域の将来像を考える上で、地域が大きく変貌しても持

続可能な地域づくりの実践に結びつけるために公民館が果たす

役割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有し、私たち

自身にできることを考えます。多くの市民の皆さんのご参加をお

待ちしています。

午後１時５５分～３時１５分基調講演

テーマ ： 「地域みがき」のすすめ

◆少子高齢・人口減少社会を迎え日本各地で地域の存続
に向けた取り組みが始まっています。これはいわゆる増田レ
ポートによる消滅可能性自治体論で特に注目を集めてい
るところです。これに対し、講師の小田切徳美さんは、過疎
化が進む中、地域の課題に向き合い、そこに住む人々が主
体となって「地域みがき」を進めている地域にこそ若者たち
の「田園回帰」の傾向が現われ次の時代を切り拓くことに
つながっていることを、現
場の取り組みに寄り添い
ながら実証されています。
今回は、講師のお話と住
民主体の活動で全国か
ら注目されている飯田型
の公民館をはじめとした
地域自治の取り組みと重
ねながら、持続可能な地
域を創造するための飯田
らしい取り組みについて考
えます。

～これからの地域づくりを考える～

●参加を希望される方は、電話・ＦＡＸ・メールにて

飯田市公民館までご連絡ください。

●ご不明な点は、お問い合わせください。

飯田市公民館／ ０２６５（２２）１１３２　 ０２６５（２２）１０２２　 iccc01@city.iida.nagano.jp申し込み・問い合わせ

（明治大学農学部教授）

講　師 ： 小田切 徳美 さん

午後３時３０分～５時１５分分科会

テーマ：若いみなさん！私たちと一緒にやろうよ！
【話題提供】 清水泰誠 さん （地域人教育経験者）

杉本章弘 さん （鼎壮年団上山支部）
羽生功樹 さん （下久堅公民館体育副部長）
福澤　勝 さん （本町三丁目大名行列保存会副会長）

【助言者】 小田切徳美 さん （明治大学農学部）

第
１
分
科
会

テーマ：想いをつなぐ地域文化
【話題提供】 北林省治 さん （学級・講座 「伊賀良を学ぼう」）

平岩宏保 さん （ひさかた和紙保存会 会長）
小池　博 さん （ひさかた和紙保存会 事務局）

第
２
分
科
会

テーマ：支え合う、心豊かな暮らしのススメ
【話題提供】 今村豊秋 さん （大人の学校運営委員長）

塩沢幸子 さん （食工房十三の里事務局）

テーマ：誰もがお互いを大切にし合う地域に！
【話題提供】 橋爪　学 さん （上久堅公民館長）

大橋春美 さん （山本小学校教諭）

テーマ：身近な自然に目を向けよう
　　　　　　　～今、目に映る自然は次世代に残したいものですか？～

【話題提供】 平澤　健 さん （森林インストラクター）

第
３
分
科
会
第
４
分
科
会

第
５
分
科
会
第
６
分
科
会

テーマ：ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよう！
【話題提供】 第３１回 ムトス飯田賞受賞者

持
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南信州南信州 間伐材活用フェア間伐材活用フェア
飯田下伊那地域は、面積の約８６％が山林にも

拘わらず地域材の活用が進んでいません。住まい

づくりへの間伐材の利用や里山の保全などに関

心を高めてもらうため、南信州間伐材活用フェア

を開催します。大人から子供まで楽しめ体験でき

るフェアですので、多くの皆さんのご来場をお待ち

しています。

３月１３日㈰　午前１０時から

南信州・飯田産業センター大ホール

フェアの内容フェアの内容

★講演会・パネルディスカッション（鼎談）★
午前１１時～０時４０分

★展示、相談、体験、販売、実演コーナー★
午前１０時～午後３時３０分

テーマ：

講　師：

鼎　談：

「森の恵を暮らしに活かす」

若杉浩一さん
（全国スギだらけクラブ代表、株式会社パワープレイ
ス・デザインシニアディレクター）

若杉浩一さん、浜田久美子さん（作家、公益
財団森林文化協会理事）、

今村 豊 さん
（根羽村森林組合参事、スギダラ矢作川流域支部長）

日時

場所

地域材展示コーナー
住宅相談コーナー
県産材ＰＲコーナー
地域の里山を知るコーナー
室内実演コーナー
「椎茸の駒打ち」

建築材利用ブース

間伐搬出機材コーナー
チェーンソー・薪割り機 他

エネルギー利用機器コーナー
ストーブ　他

薪、ペレット展示コーナー

家具、器など
製品コーナー
工芸品
コーナー

五平餅、おやき、たこ焼き、
豚汁、コーヒー、
ジュース
など

チェーンソー製材機
（国内初）

薪ストーブによる足湯

ペレットストーブ燃焼　他

住住 エネルギー利用ブース暖暖

木工製品利用ブース用用 市民活動・
木と触れあいブース

育育

軽食コーナー食食 屋外実演コーナー演演

南信州間伐材活用フェア実行委員会事務局
  　　info@yamaboushi.net     ０９０（８６８７）８５１７

林務課　    ０２６５（２４）４５６７

問
い
合
わ
せ

市民活動ＰＲコーナー

木のおもちゃ広場

森に寄り添う
    暮らしのフェア
森に寄り添う
    暮らしのフェア

～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：２月２７日（土）
①９：４５～／②１１：００～（演奏時間約３０分）

★会　場：飯田人形劇場（カーペットの上で鑑賞）

★対　象：０～２歳児（兄弟や対象年齢以上のお子様も申し込み可）

★定　員：各回６０組

★参加費：親子２００円

★出　演：にこにこ太鼓「つくし」（和太鼓）

★プログラム：♪さんさ踊り  ♪しし踊り

♪ぶち合わせ太鼓 ほか

Ｅメールもしくは往復はがきで
お申し込みください。

〒３９５－００５１　飯田市高羽町５－５－１　飯田文化会館事業係宛

※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名を
ご記入ください。

①希望の時間 ※どちらでもよい方は「どちらでも可」をご記入ください。

②保護者氏名　　③子ども氏名、年齢

④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

●問い合わせ

飯田文化会館　     ０２６５（２３）３５５２

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｂｕｎｋａｋａｉｋａｎ/

申込方法

Ｅメール

往復ハガキ

申込必要事項

ｎｉｋｏｎｉｋｏ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※送信後、返信される受付確認メールをもって
申込完了となります。

★申込締切：２月９日（火）必着
（１通につき１親子。応募者多数の場合は抽選。
抽選結果は２月１２日㈮までにお知らせします。）



２０１６.２.１［広報いいだ］31

りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を

２月２日㈫より申し込み受付開始します

２月のエコカフェ

★春のデトックス
～腸タイプ診断とデトックスランチ～
日時：２月１８日㈭　１０：３０～１２：００
講師：久保田夏美さん

（リラクゼーション＆カフェＲＥＮ）
参加費：１,０００円
持ち物：筆記用具

★野菜嫌いな子供もビックリ！新しい野菜の食べ方
～チョコ×野菜？！～
日時：２月２４日㈬　１０：００～１２：００
講師：南信州ベジフルユニットＹＵＩＳＡＩ

（殿倉由起子さん、下井泉さん）
参加費：５００円
持ち物：エプロン、三角巾、筆記用具

★絵てがみ”を描こう！！
～季節の便りに心を添えて～
日時：２月２５日㈭　１０：００～１２：００
講師：小森ゆみ子さん
参加費：５００円
持ち物：画材

（描きたい野菜や花など）

★エコカフェフリー
～お茶を飲みながらエコについて話そう！～
日時：２月２６日㈮　１０：００～１２：００
参加費：無料
※講師をやってみたい方も大歓迎！
皆様のご意見をお聞かせください

★ひな祭りの食卓を豪華に飾る！
～華やかちらしずし・大根春巻き・ケーキ他～
日時：３月２日㈬　１０：００～１３：００
講師：牧内和江さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾

★身近な器で季節を彩る
「ひな祭りのフラワーアレンジ」
日時：３月３日㈭

①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：渡部裕子さん（小原流）
参加費：１,０００円
持ち物：園芸はさみ、和食器（小鉢、お椀など）
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、
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う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

ｎｅｗ写真講座
３月９日㈬　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：４月からの野外撮影に向けて技術講習。

ヒラタケ作り
３月１２日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：キノコ栽培に挑戦！　作業後はキノコ汁。

※材料がなくなり次第終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りは出来ません。

窯焼きクランブルづくり
２月２１日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

窯焼 きピザづくり（カレー）
２月２８日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

窯焼きスコーンづくり
（ホワイトデースペシャル）
３月１３日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

木のペンダントづくり
３月６日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：土の工房

冬あそびをしよう
２月２７日㈯　１０：００～１２：００（午前中のみ）
参加費：３０円（保険料）　受付場所：なかまの館
※当日、雪がない場合は別のイベントになります。

和紙でつくるお星さま
２月２０日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

キャンディポットづくり
３月５日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

ラミネート手形を残そう！
３月１２日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

２月１５日㈪、２２日㈪、２９日㈪、３月７日㈪、１４日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

初心者向け！フラワーアレンジメント基礎講座（全２回）
２月１７日㈬、１８日㈭　１０：００～１５：００
材料費：２回で５,０００円　　場所：なかまの館
持ち物：エプロン（アレンジ用ハサミ・アレンジ用ナイフ
　　　　　　がある方は ご持参 ください）
講師：まーじゅ（公園スタッフ）
※両日参加できる方に限ります

手づくりパネルシアター講座（全２回）
２月２０日㈯・２１日㈰　１０：００～１６：００
材料費：２回で１,５００円　　場所：なかまの館
講師：パネルシアター劇団らぴか☆・れな（公園スタッフ）

ワークショップの手法を学ぼう（全２回）
２月２７日㈯・２８日㈰　１０：００～１６：００
場所：なかまの館　　講師：ダイラ（公園スタッフ）
※両日参加できる方に限ります。

木製スプーンづくり講座（全３回）
３月２日㈬、４日㈮、９日㈬　１０：００～１６：３０
材料費：３回で３,０００円　　場所：土の工房
持ち物：エプロン、小刀、彫刻刀、作業用ゴム軍手
講師：ミブサン（公園スタッフ）
※全日参加できる方に限ります。

初心者向け！風景画油絵講座（全２回）
３月５日㈯、１２日㈯　１０：００～１６：００
材料費：２回で２,０００円　　場所：土の工房
持ち物：エプロン、油絵の具一式（イーゼルがある方は

ご持参ください）
講師：青峰美術院　画家　菅沼昭彦（公園スタッフ）
※両日参加できる方に限ります。

飯田少年少女発明クラブ
平成２８年度　新規クラブ員募集！

対象：飯田下伊那地区に在住の
小学校３年生～中学校３年生

募集人数：２０人（応募多数の場合は選考となります）
年会費：３,０００円（年間保険料を含む）
活動場所：平成記念かざこし子どもの森公園
活動日時：月２回　土曜日　１０：００～１２：００
活動期間：平成２８年４月～平成２９年３月
申込方法：公園ホームページ内の申し込みフォームより

ご応募ください。
募集期間：１月２０日㈬～２月２８日㈰まで

http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/
公園ホームページ内　飯田少年少女発明クラブ

※詳しくは公園ホームページをご覧ください。

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

森森探検隊

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

お知らせお知らせ

休館日（２月１５日～３月１４日の期間中）

森森大学院（成人向け教養講座）

※ご予約は公園事務局へお電話、または公園ホームページ
内の申し込みフォームからお願いします。

※対象：中学生以上 　　　※予約制（定員になり次第締め切り）

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

NEW

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

アムールヤマネコです。

動物川柳に挑戦しよう！
２月９日㈫～２８日㈰

野生動物と動物園
３月５日㈯～３１日㈭

ｎｅｗかわらんべウォーキング
２月１８日㈭　１３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文

（ソウル五輪競歩代表）
内容：川路公園コースで健康ウォーキング。

かわいい川エビを育てよう！
２月２０日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：小川でエビをとって飼育します。

光と影の行灯作り（大人自然塾４）
２月２３日㈫　９：００～１１：００　対象：成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：和紙などでアンドンを作ります。

ポットホールを科学する
２月２７日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：村松　武 （美術博物館）
内容：岩に掘られた不思議な穴ボコを調査！

絵手紙講座
３月３日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：楽しく身につく自分らしい絵手紙。

木の枝で人形作り
３月５日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：今村公人 （地元協力者）
内容：木を使ってカワイイ人形を作ります。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

２月１５日㈪、２２日㈪、２９日㈪、３月７日㈪、１４日㈪

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （定期）

毎週土日・祝日のイベント （１２月～３月）

休園日（２月１５日～３月１４日の期間中）

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

人形劇定期公演（３月）
期日：３月６日㈰
会場：飯田人形劇場
入場料：２００円

春休み人形劇場

期日：３月１９㈯・２０日㈷　会場：川本喜八郎人形美術館

愛知人形劇センター×いいだ人形劇センターコラボ企画

期日：３月２６㈯・２７日㈰
会場：損保ジャパン日本興亜人形劇場ひまわりホール
※飯田公演はＨ２８年度中に計画中

保育士人形劇研修発表公演

日時：２月１３日㈯　①１０：００　②１３：３０
会場：竜丘公民館
入場料：２００円

いいだ人形劇まつり・りんごっこ劇場

日時：２月１４日㈰
１０：００開演（１４：５５終演 ）

会場：飯田女子短期大学
アカシアホール

入場料：２００円

人形劇定期公演（２月）
期日：２月２１日㈰
会場：飯田人形劇場
入場料：２００円

人形劇の基礎レッスン「手遣い人形ワークショップ」

期日：３月３日㈭～６日㈰（４日間）
会場：飯田文化会館
参加費 ：２,５００円（学生１,０００円）
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植物油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率80％以上の再生紙を使用しています。

飯田市の人口（1/1現在）■人口＝104,233人（前月比－59）男49,840人／女54,393人  ■世帯数＝39,635世帯（前月比－30）
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